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はじめに

ここでは、このマニュアルの対象読者、構成、および使用されている表記法について説明しま

す。

このマニュアルの構成は、次のとおりです。

•対象読者（iiiページ）
•表記法（iiiページ）
•略語の一覧（ivページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（ivページ）

対象読者
このガイドは、Cisco Spacesのユーザーアカウントを管理し、Cisco Spacesに必要な設定を行う
アカウント管理者を対象としています。また、このガイドは、Cisco Spacesを使用してプロキ
シミティルールを作成し、顧客やビジネスユーザーに通知を送信する事業および店舗の管理者

を対象としています。

その他の対象者には、ポータルデザイナーとアクセスコードマネージャが含まれます。

表記法
このマニュアルでは、以下の表記法を使用しています。

表 1 :表記法

説明表記法

コマンド、コマンドオプションおよびキーワー

ドは太字で示しています。

太字

ユーザーが値を指定する引数は、イタリック

体で示しています。

イタリック体
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説明表記法

一連のメニューオプションを説明するときに

使用します。

[Option] > [Option]

「注釈」です。役立つ情報や、このドキュメント以外の参照資料などを紹介しています。（注）

読者に提供されるヒントを意味します。ヒントには、問題の解決に役立つ提案が含まれていま

す。

ヒント

略語の一覧
表 2 :略語の一覧

説明略語

Access Control ListACL

Bluetooth Low EnergyBLE

Cisco Unified Wireless NetworkCUWN

Captive Network AssistantCNA

受信信号強度インジケータRSSI

Service Set IdentifierSSID

汎用一意識別子UUID

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、CiscoServices [英語]にアクセスし
てください。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Support [英語]にアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco DevNet [英語]にアクセスしてください。
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•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress [英
語]にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

シスコバグ検索ツール

シスコのバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリ
ストを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェア
に関する詳細な障害情報を提供します。

マニュアルに関するフィードバック

シスコの技術マニュアルに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラインド

キュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。
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第 I 部

前提条件
• Cisco DNA Spacesの前提条件（1ページ）





第 1 章

Cisco DNA Spacesの前提条件

この章では、Cisco Digital Network Architecture（DNA）Spacesのシステム要件、Cisco DNA
Spacesを展開するための帯域幅要件、および Cisco DNA Spacesのポートと IPアドレスについ
て説明します。

この章は、次の項で構成されています。

•システム要件（1ページ）
• Cisco DNA Spacesを展開するための帯域幅要件（2ページ）
•アクセス可能なポートと IPアドレス（3ページ）
• Cisco Spaces IPアドレス（3ページ）

システム要件
Cisco Spacesのシステム要件を次の表に示します。

表 3 :システム要件

システム要件項目

• Microsoft Windows XPまたはそれ以降の
バージョン

• macOS X 10.6以降のバージョン

オペレーティングシステム
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システム要件項目

Windows OS

• Firefoxバージョン 30以降

• Chromeバージョン 34以降

• Safariバージョン 5.1.7以降

macOS

• Firefoxバージョン 30以降

• Chromeバージョン 34以降

• Safariバージョン 5.1.7以降

ブラウザ

8.3以降のバージョン

（注）

8.3はサポート終了（EOL）です。次の場所に
ある Cisco Wireless Software Release Product
Bulletinのガイドラインに従って、推奨リリー
スのいずれかに移行することをお勧めしま

す。

https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/
wireless/wireless-controllers/
bulletin-c25-738147.html

Cisco AireOSワイヤレスコントローラ

10.6以降のバージョンCisco Connected Mobile Experiences（CMX）：
これは、CiscoCMXと一緒に使用されるCisco
AireOS/Catalystコントローラにのみ必要です。

• vCPU：2/4/8

• RAM：4/8/16 GB

•ハードディスク：60 GB

Cisco Spaces：コネクタ（CiscoAireOS/Catalyst
コントローラにのみ適用）

Cisco DNA Spacesを展開するための帯域幅要件
次の表は、ロケーション情報の更新を送信するための Cisco DNA Spacesコネクタおよび Cisco
Wireless Controller Direct Connectのインターネット帯域幅要件を示しています。
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表 4 :帯域幅の要件

必要な帯域幅タイプテストデータ

250 KbpsCisco Wireless Controller Direct
Connect

5000台の AP

60000台のクライアント

4 MbpsCisco DNA Spacesコネクタ5000台の AP

60000台のクライアント

アクセス可能なポートと IPアドレス
Cisco Spacesはクラウドベースソリューションであり、物理的な設置作業は必要ありません。
そのため、Cisco Merakiなどのクラウドベースのワイヤレスネットワークに Cisco Spacesを展
開するためのポートを開く必要はありません。

クラウドベースではない Cisco AireOSや Cisco Catalystなどの一部のネットワークの場合は、
ワイヤレスネットワークとの間の接続を確立するためのポートを開く必要があります。この接

続は、パブリック IPまたは VPNにより確立することができます。加えて、顧客のインフラス
トラクチャでいくつかの Cisco Spaces IPアドレスを許可する必要があります。許可される IP
アドレスの詳細については、Cisco Spaces IPアドレス（3ページ）を参照してください。

デフォルトのCiscoUnifiedWirelessNetworkインストールでは、ポート 443が開かれ、パブリッ
クアクセスが可能になっている必要があります。

（注）

Cisco Spacesと Cisco CMXへの接続を確立する必要がある次のシナリオでは、Cisco CMXへの
パブリックアクセスが可能になっている必要があります。

• Cisco CMXへの接続

•ロケーションおよびアクセスポイントのインポート

• Cisco CMXマップの表示

• Cisco Spacesレポートの表示

Cisco Spaces IPアドレス
Cisco AireOSまたは Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラと Cisco Spaces間の
接続を確立するには、使用するネットワークインフラストラクチャで一定の Cisco Spaces IPア
ドレスを許可する必要があります。

VPN接続を確立するには、Cisco Spacesサポートチームにお問い合わせください。
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Cisco Spacesに接続するのに、パブリックに解決可能なドメイン名は必要ありません。（注）

顧客のネットワークに展開された Cisco CMXインスタンスが Cisco Spacesの分析および通知
サーバーと通信できるようにするには、顧客のインフラストラクチャで特定のドメイン名も許

可する必要があります。許可する必要があるドメイン名を確認するには、CiscoSpacesダッシュ
ボードで、[SSIDs]ウィンドウの [Configure Manually]リンクをクリックします。
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第 II 部

FedRAMPセキュアの設定
• FedRAMPセキュアの設定（7ページ）





第 2 章

FedRAMPセキュアの設定

この章では、セキュアな設定に関する Cisco Spaces FedRAMPの要件の概要について説明しま
す。

•ダッシュボードの管理者と権限の管理（7ページ）
•ダッシュボード管理者ロール（8ページ）
•アプリケーションロール（9ページ）
•カスタムロケーション制限ロール（9ページ）
•管理者の管理ワークフロー（10ページ）
•ユーザー管理ワークフロー（20ページ）
•ガバナンスとベストプラクティス（26ページ）

ダッシュボードの管理者と権限の管理
この章では、ダッシュボード内のさまざまな権限レベルと、管理ユーザーの管理方法について

説明します。管理ユーザーは、ダッシュボードにログインして、アカウント内のアプリケー

ション、ロケーション、デバイス、およびロールベースのアクセスを表示および管理できま

す。

管理者管理

新しいユーザーとして Cisco Spacesにオンボーディングする際、Cisco Spacesサポートチーム
がアカウント情報の設定や、初期オンボーディング要件の完了をサポートします。CiscoSpaces
サポートチームは、新しいアカウントの作成、テナント IDの生成、アカウント番号の割り当
て、および適切なライセンスタイプのプロビジョニングを行います。

新しいアカウントが作成されると、[Default Admin Role]（[Dashboard Admin Role]）が自動的
にプロビジョニングされます。

このロールは、アカウントの作成時に設定されたユーザーの電子メールに割り当てられます。

[Default Admin Role]は、ユーザーとロールを管理するための最上位の管理者ロールです。

Cisco Spaces連邦サポート設定ガイド
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ダッシュボード管理者ロール
新しいアカウントが作成されると、デフォルトの管理者ロール（ダッシュボード管理者ロー

ル）が作成され、アカウント作成時に使用されるユーザーの電子メールに割り当てられます。

このロールは、ユーザー/ロール管理における最上位の管理者ロールとして機能します。

デフォルトの管理ロール：機能

このロールを持つユーザは、次のこともできます。

•デフォルトの管理者ロールを持つ新しいユーザーを招待し、完全な場所または制限された
場所の権限を割り当てます。

•新しいユーザーを招待し、場所ベースの制限があるカスタムロールに割り当てます。

•カスタムユーザーロールを管理します（ユーザーロールの変更を含む）。

•他のデフォルト管理者またはカスタムロールユーザーをアカウントアクセスから削除しま
す。

•次のいずれかのカスタムロールを作成します。

•デフォルト管理者ロールアクセスのミラーリング、または

•アプリケーション固有のアクセス権やロケーションベースの制限を付与します。

•ロールの割り当てを管理します。これには、ロールのマッピングの作成、アプリケーショ
ン/ロケーションアクセスの変更、カスタムロールの削除が含まれます。

•アカウントライセンスの権利を持つすべてのロケーション、デバイス、およびCiscoSpaces
アプリケーションにアクセスできます。

管理者管理セクションを介して招待されたユーザーは、アクセスが特定のアプリケーションま

たは場所に制限されているかどうかにかかわらず、ユーザーとロールを管理するための Cisco
Spacesアカウントで完全な管理者と見なされます。さらに、アクセスが制限されている管理者
は、制限のないフル管理者を招待する機能を保持します。

（注）

デフォルト管理ロール：制限事項

このロールを持つユーザーは次のことをできません。

•デフォルトの管理者ロールの定義を削除または編集します。

•アカウントから自分自身を削除します。

•アカウントのライセンスまたはサブスクリプションを変更する。
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アプリケーションロール
アプリケーションロールは、表示専用アクセスから完全な設定およびデータ管理まで、ユー

ザーがCiscoSpacesアプリケーション内で実行できることを定義します。Read-Onlyアプリケー
ションロールを使用すると、ユーザーは変更を加えることなくアプリケーション UIにアクセ
スし、設定、レコード、および詳細を表示できます。[Read/Write]アプリケーションロールを
使用すると、ユーザーはアプリケーション UIにアクセスして、アプリケーション関連の設定
やデータを追加、編集、または削除できます。また、[User Management]オプションを使用し
て、追加のユーザー（読み取り専用または読み取り/書き込み）を招待することもできます。
招待者の許可されたロケーション境界に制限されます。

読み取り専用アプリケーションロール

ロールがアプリケーションへの [Read-Only]アクセスを許可している場合、次のことができま
す。

•アプリケーション UIにアクセスします。

•設定、レコード、および詳細を表示します。

設定/データを追加、編集、または削除することはできません。（注）

読み取り/書き込みロール

ロールがアプリケーションへの [Read/Write]アクセスを許可している場合、次のことができま
す。

•アプリケーション UIにアクセスします。

•そのアプリケーションに関連付けられたデータ/設定を追加、編集、および削除します。

• User Managementオプションを読み取り専用または読み取り/書き込みとして使用して、
他のユーザーを招待します。範囲は、招待するユーザーの許可された場所の範囲に限定さ

れます。

カスタムロケーション制限ロール
場所に制限があるユーザーは次のことができます。

•割り当てられた場所のみを表示、設定、および管理します。

•それらの場所に限定してデータおよび操作アクションを実行します。
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場所に制限されたカスタムロールを持つユーザーは、割り当てられた範囲外の場所にアクセス

できません。

管理者の管理ワークフロー
Cisco Spacesの管理ワークフローは、管理ユーザーとそのロールを管理するためのプロセスと
手順です。これらのワークフロータスクの範囲には、新しい管理ユーザーの追加、カスタム

ロールの管理、ユーザーロールの変更、ロールの削除、ユーザーアクセスの取り消しが含まれ

ます。

これらのワークフローは Cisco Spaces、アカウント内のユーザーとロールを管理するために必
要な手順を定義することにより、管理のセキュリティ、組織性、効率を向上させることを目的

としています。

このアプローチは、Cisco Spacesアカウントのアクセス制御が適切であり、ロール権限が遵守
されることを確認するのに役立ちます。必要に応じて場所の制限を管理します。これらのワー

クフローを実行することで、管理者は、管理アクセスを持つユーザーを制御し、組織のニーズ

に応じてロールを管理し、管理プロセスの完全性とセキュリティを確保することができます。

新しい管理ユーザーの招待

管理者が、適切な権限とアクセス範囲を持つ新しいユーザーをシステムに安全に追加できるよ

うにします。これにより、制御されたロールベースのアクセス管理を実行できます。

このタスクでは、電子メールを指定し、ロールを割り当て、必要に応じて場所の制限を設定す

ることにより、新しい管理者ユーザーを招待するプロセスを管理者に説明します。

新しい管理者ユーザーを Cisco Spacesに招待するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 左側のペインで、[Admin Management]をクリックします。

Cisco Spaces連邦サポート設定ガイド
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[Admin Management]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Admins]タブをクリックします。

ステップ 3 新しい管理ユーザーを招待するには、[招待]をクリックします。

[Invite User]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Email]フィールドに、新しい管理者ユーザーの電子メールアドレスを入力します。

ステップ 5 [Role Name]ドロップダウンリストから、[Default Admin Role]またはカスタムロールとしてロールを選択
します。
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ステップ 6 （オプション）チェックボックスをオンにして場所の制限を有効にし、該当する場所を選択します。

ステップ 7 [Invite]をクリックして招待を送信します。

招待メールが新しいユーザーに送信されます。
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カスタムロールの作成

管理者が組織のニーズに合わせて調整されたロールを定義できるように、管理者権限を詳細に

制御し、ロールのカスタマイズによってセキュリティを強化できるようにします。

このタスクでは、カスタム管理者ロールに名前を付け、読み取り専用、読み取り/書き込みな
どの特定のアプリケーション権限を選択することで、カスタム管理者ロールを作成する方法に

ついて説明します。

新しいカスタム管理者ロールを作成するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 左側のペインで、[Admin Management]をクリックします。

[Admin Management]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Roles]タブをクリックします。

[Roles]タブが表示されます。

ステップ 3 新しいカスタム管理者ロールを作成するには、[Create new role]をクリックします。

ステップ 4 [Role Name]フィールドに、新しいロールの名前を入力します。

Cisco Spaces連邦サポート設定ガイド
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ステップ 5 [Permission Type]ドロップダウンリストから、権限タイプとして [Read Only]または [Read & Write]アク

セスを選択します。

ステップ 6 （オプション）チェックボックスをオンにして場所の制限を有効にし、該当する場所を選択します。

ステップ 7 [Create Role]をクリックして、ロールを作成します。
新しいカスタムロールが正常に作成されました。

ユーザーロールの割り当ての編集

正確かつ最新のロール割り当てを維持し、管理者ユーザーがその責任に合わせた適切な権限と

アクセス権を持つようにします。

このタスクでは、既存の管理者ユーザーのロールやロケーション範囲を変更する手順について

詳しく説明しています。

既存の管理者ユーザーのロールの割り当てを編集するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 左側のペインで、[Admin Management]をクリックします。

[Admin Management]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Admins]タブをクリックします。

ステップ 3 編集するユーザー名を選択して [Edit]をクリックします。

ステップ 4 必要に応じて、ユーザーのロールや場所の範囲を更新します。
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15

FedRAMPセキュアの設定

ユーザーロールの割り当ての編集



ステップ 5 [Update]をクリックして変更を適用します。

カスタムロールの削除

廃止されたロールや不要なロールを削除することにより、管理ロールを管理およびクリーン

アップすると同時に、適切なアクセス権を持たないユーザーが存在しないようにして、システ

ムの完全性を維持します。

このタスクでは、カスタム管理者ロールを削除する方法と、必要に応じて影響を受けるユー

ザーを再割り当てすることの重要性について説明します。

カスタム管理者ロールを削除するには、次の手順に従います。
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16

FedRAMPセキュアの設定

カスタムロールの削除



手順

ステップ 1 左側のペインで、[Admin Management]をクリックします。

[Admin Management]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Roles]タブをクリックします。

ステップ 3 削除するカスタムロールを選択します。

Cisco Spaces連邦サポート設定ガイド
17

FedRAMPセキュアの設定

カスタムロールの削除



ステップ 4 [Remove]をクリックして、削除を確認します。

ステップ 5 この削除の影響を受けるユーザーが必要に応じて他のロールに再割り当てされていることを確認してくだ
さい。

ユーザーのアクセスを削除

管理者権限を必要としないユーザーのアクセスを安全に取り消し、不正アクセスや潜在的なセ

キュリティリスクからシステムを保護します。

このタスクでは、システムから管理ユーザーのアクセスを削除する手順の概要を説明します。

管理者ユーザーのアクセスを削除するには、次の手順を実行します。

Cisco Spaces連邦サポート設定ガイド
18

FedRAMPセキュアの設定

ユーザーのアクセスを削除



手順

ステップ 1 左側のペインで、[Admin Management]をクリックします。

[Admin Management]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Admins]タブをクリックします。

ステップ 3 アクセスを削除するターゲットユーザーを選択します。

ステップ 4 [Remove]をクリックして、アクションを確認します。
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ユーザー管理ワークフロー
ユーザー管理ワークフローは、管理者がアプリケーション内のユーザーアクセスとロールを管

理できるようにする一連の構造化プロセスです。これらのワークフローには、新規ユーザーの

招待、ユーザーのアクティベーションステータスの管理、招待の再送信、招待の有効期限の処

理が含まれ、安全で制御されたアクセスを維持します。

ユーザー管理ワークフローの目的は、管理者がユーザーを効率的にオンボーディングするため

の明確で反復可能な手順を提供する一方、ロールの割り当てや場所の制限など、適切な権限と

セキュリティ策を適用することです。これらのワークフローにより、招待が一定期間有効であ

り、必要に応じて更新できます。

主要な属性

• [Invitation Process]：管理者は、電子メール、ロール（読み取り/書き込みユーザーまたは
読み取り専用ユーザーなど）、および場合によっては場所の制限を指定して、新しいユー

ザーを招待します。

• [Invitation Resend]：ユーザーが招待に応答しなかった場合、管理者はその招待を再送信で
きます。これにより、新しいトークンが生成され、招待の有効期間が再開されます。

• [Invitation Expiry]：招待は一定期間(5日)後に期限切れになります。その後、新しい招待が
送信されない限り、トークンは無効になります。

• [User Status Tracking]：招待を受け入れるまで、ユーザーは「招待済み -未応答」状態に
なり、保留中のユーザーアクティベーションの明確な可視性が確保されます。

ユーザー管理ワークフローは、アプリケーション内のセキュアで組織的なアクセス制御を維持

するために重要です。これは、管理者が、承認されたユーザーのみが正しい権限でアクセスで

きること、および期限切れまたは未承認の招待によってセキュリティリスクが生じないことを

確認するのに役立ちます。これらのワークフローには、ユーザー招待を組織的に管理および更

新するためのメカニズムが用意されているため、業務の効率性も向上します。

•電子メールを入力し、ロールを選択することによる、新しいユーザーの招待。
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•まだ受け入れていないユーザーに招待を再送信すると、以前のトークンが無効に
なり、新たな有効期限を持つ新しいトークンが発行されます。

•タイムリーなユーザーアクティベーションを適用するための、5日後に自動的に
期限切れになる招待。

新しいアプリケーションユーザーの招待

適切なアクセスロールとオプションの場所の制限を含む招待メールを管理者が送信することに

より、新しいユーザーをアプリケーションに追加できるようにします。

新しいユーザーの招待は、ユーザー管理の基本的な部分であり、アプリケーションへの制御さ

れたアクセスを可能にします。このプロセスにより、ユーザーはシステムの使用を開始する前

に、正しい権限と必要なロケーションベースの制限を付与できます。

Before you begin

このタスクを開始する前に、[User Management]セクションへの管理アクセス権と、招待する
ユーザーの電子メールアドレスを確認してください。

新しいアプリケーションユーザーを Cisco Spacesに招待するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Spaces：SpaceManagerアプリケーションの左側のペインで、[User Management]をクリックします。

[User Management]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Users]タブをクリックします。

ステップ 3 新しいアプリケーションユーザーを招待するには、[Invite User]をクリックします。
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[Invite User]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Email]フィールドに、新しいアプリケーションユーザーの電子メールアドレスを入力します。

ステップ 5 [Role]ドロップダウンリストから、ロールとして [Read Write User]または [Read Only User]を選択しま
す。

ステップ 6 （オプション）チェックボックスをオンにして場所の制限を有効にし、該当する場所を選択します。

ステップ 7 [Send Invitation]をクリックして、招待を送信します。

招待メールが新しいユーザーに送信されます。ユーザーが同意するまで、ユーザーステータスは [Invited -
Not yet responded]に設定されます。
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ウェルカムメールがユーザーに送信されたら、[Accept Invitation]をクリックしてアカウント

のパスワードを設定する必要があります。

次のタスク

電子メールとパスワードを使用してログインし、[Select Customer]ドロップダウンリストから
アカウントを選択します。
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招待状を再送信

管理者がまだ応答していないユーザーに招待を再送信できるように、有効な招待トークンがあ

ることを確認し、招待の有効期間を延長します。

場合によっては、ユーザーが有効期間内の最初の招待に応答しない場合があります。招待を再

送信すると、新しいトークンが生成され、5日間の有効期限が再開されます。これにより、安
全かつ最新のアクセス制御を維持できます。

このタスクを開始する前に、ダッシュボードへの管理アクセスが必要であり、ユーザーのス

テータスが [Invited - Not yet responded.]である必要があります。

招待状を再送信するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 左側のペインで、[Admin Management]をクリックします。

[Admin Management]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Admins]タブをクリックします。

ステップ 3 招待するユーザーを再度選択し、[RESEND?]をクリックします。

ステップ 4 確認ポップアップで、[RESEND?]をクリックします。
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招待が再送信されると、新しい招待トークンが生成され、古いトークンは無効になり、使用で

きなくなります。招待の有効期限は、再送信した時点から5日間にリセットされ、ユーザーが
招待を受け入れるまで、招待された状態のままになります。

次のタスク

招待の有効期限ルールの詳細については、招待の有効期限ルール（25ページ）を参照してく
ださい。

招待の有効期限ルール

トークンにはセキュリティを強化するために有効期間が制限されているため、管理者がユー

ザーアクセスを効果的に管理するには、招待の有効期限を理解しておくことが重要です。招待

を再送信すると、新しいトークンが生成されてこの期間が更新されます。これにより、ユー

ザーアクセスの制御が維持され、有効な招待のみがアクティブになります。目的は、ユーザー

招待プロセスで使用される招待トークンの有効期限と有効性を制御するルールと動作を明確に

することです。ユーザー招待プロセスの招待トークンに関連する2つの主な属性は次のとおり
です。

• [Token Expiry]：招待トークンの有効期間は、送信日から 5日間です。現在時刻が期限切
れ時刻未満である場合、トークンは有効であり、現在時刻が期限切れ時刻と同等以上にな

ると期限切れになります。

• [Token Invalidation on Resend]：招待が再送信されると、新しい招待トークンが生成され、
古いトークンは無効になり、使用できなくなります。このアクションにより、招待の有効

期限が再送信時間から5日間にリセットされます。一方、ユーザーは招待を受け入れるま
で、招待された状態のままです。

ルール

•有効期限 =招待の送信時間 + 5日（432,000秒）。
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•トークンは、現在時刻から有効期限まで有効です。

•トークンは、現在時刻が有効期限以上になった時点で、有効期限が切れます。

[Behavior on Resend]

•再送信すると、新しい発行時刻（iat）と有効期限（exp）の新しいトークンが生成されま
す。

•古いトークンが無効です。

•招待の有効期限ウィンドウが、再送信時間から 5日間再開されます。

ガバナンスとベストプラクティス
これらのガバナンスガイドラインとベストプラクティスに従って、Cisco Spacesアカウントの
安全かつ迅速な管理を実現します。

•運用の継続のために、少なくとも2人の [Default Admin]ユーザーを維持してください。

•最小権限の原則を適用し、不必要に広範な書き込みアクセス権を回避してください。

•デフォルトでは最も低い権限を使用し、不必要に広範な書き込みアクセスを回避してくだ
さい。

•ビジネス境界で必要な場合は、場所の制限を使用します。

•定期的なアクセスレビューを実行します（月次、四半期）。

•オフボーディング中にアクセスをすぐに削除します。

•ロールの作成、割り当ての変更、およびユーザーの削除の監査レコードを保持します。
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第 III 部

使用する前に
• Cisco DNA Spacesを使ってみる（29ページ）





第 3 章

Cisco DNA Spacesを使ってみる

この章では、Cisco Digital Network Architecture（DNA）Spacesの概要、その機能、プロセスフ
ロー、ライセンスパッケージ、およびCiscoDNASpacesのシステム要件について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco Spacesの概要（29ページ）
•ログイン（30ページ）
• Cisco Spacesでの操作開始（30ページ）
•オンボードワークフロー（31ページ）
• Cisco Spaces：コネクタ 3.0（32ページ）
• Cisco Spacesアイドルタイムアウト （32ページ）
• Cisco Spaces Federalサポートに連絡する（33ページ）
• Cisco Spacesマニュアル（34ページ）

Cisco Spacesの概要
Cisco Spacesは、物理的なビジネス拠点にいる訪問者を把握し、訪問者とつながり関与するこ
とを可能にするマルチチャネルエンゲージメントプラットフォームです。

Cisco Spacesは、顧客が大規模なビジネス成果を達成できるようにする、業界で最も拡張性の
あるエンドツーエンドの屋内ロケーションサービスクラウドプラットフォームです。包括的

なサービススイートにより、すべてのロケーションベースのニーズに向けた強力なソリュー

ションを提供します。

Cisco Spacesまた、施設内の資産を監視および管理するためのソリューションも提供します。

次のようなさまざまな業種（分野）が対象です。

•小売

• manufacturing

•サービス業

•ヘルスケア
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•教育（Education）

•金融サービス

•企業ワークスペースなど。

ログイン
Cisco Spacesユーザーとして、既存のアカウントログイン情報を使用して Cisco Spacesにログ
インできます。CiscoSpacesにログインするためのドメイン固有のURLはhttps://spaces-gov.cisco/
です。

Cisco Spacesでの操作開始
Cisco Spacesの操作を開始する前に、システム要件（1ページ）に記載されている前提条件
を満たしていることを確認してください。

最初に、Cisco Spacesサポートチームに連絡して Cisco Spacesアカウントを作成する必要があ
ります。電子メールで Cisco Spacesアカウントをアクティブ化するための招待状を受け取りま
す。[Accept Activate]ボタンをクリックし、表示されるウィンドウでログイン情報を構成し、
[Activate Account]をクリックします。現在 Cisco Spacesにログインしています。ダッシュボー
ド管理者であれば、他の Cisco Spacesユーザーを招待できます。

（注）

Cisco Spacesの使用を開始するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

（注）

Cisco Spacesのシングルサインオンを有効にできます。

ステップ 2 ワイヤレスネットワークに接続し、Cisco Spacesダッシュボードの [Setup]セクションの手順を参照して、
Cisco Spacesのワイヤレスネットワークを設定します。

セットアップ手順は、このガイドの次のセクションでも説明しています。

• Meraki：Cisco Merakiネットワークの設定については、「Cisco Spacesを使用するための Cisco Meraki
の設定」を参照してください。

• Cisco Unified Wireless NetworkとCisco CMX：Cisco Spacesを Cisco AireOSコントローラに Cisco CMX
を介して接続するには、「Cisco CMXを介して Cisco DNA Spacesをシスコワイヤレスコントローラ
に接続する（46ページ）」を参照してください。
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• Cisco AireOSワイヤレスコントローラまたは Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラ
（Cisco CMXなし）。

（注）

シスコワイヤレスコントローラの直接接続方式による接続は、小規模な展開でのみ推奨されます。す

べての大規模な実稼働展開では、Cisco Spaces：コネクタが必要です。

•シスコワイヤレスコントローラ Direct Connectを使用：Wireless Controller Direct Connectを使用
してCiscoSpacesとシスコワイヤレスコントローラを設定するには、「WLC直接接続またはCisco
DNA Spacesコネクタを使用した、Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラまたはシ
スコワイヤレスコントローラの Cisco DNA Spacesへの接続（48ページ）」セクションを参照し
てください。

（注）

Cisco Spacesはユニバーサルアカウントを提供しており、Cisco Spacesを複数のワイヤレスネットワークに
接続できます。

ステップ 3 チームメンバーを追加し、ロールと権限を割り当てます。CiscoSpacesユーザーの追加の詳細については、
「Cisco Spacesユーザーの管理（131ページ）」を参照してください。

ステップ 4 ワイヤレスネットワークで定義されているロケーション階層を Cisco Spacesにインポートします。ロケー
ション階層の設定に関する詳細については、「ロケーション階層の概要」のセクションを参照してくださ

い。.

ステップ 5 [Monitor]セクションを使用して、Cisco Spacesドメインとアプリケーションを監視します。

オンボードワークフロー
以下の手順に従って、Cisco Spacesにログインします。

始める前に

FRMODオンボーディングプロセスを完了し、FRMODのログイン情報を用意していることを
推奨します。正常なオンボーディングエクスペリエンスを得るには、ドメインを設定して、組

織固有のアイデンティティプロバイダー（IDP）を使用します。

手順

ステップ 1 FRMODオンボーディングプロセスを完了します。

ステップ 2 IDPを使用し、ドメインを設定します。

たとえば、シスコでは、実稼働オンボーディングには frmod-ciscoドメインが使用され、ステージング環境
には fedmod-ciscoドメインが使用されます。
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ステップ 3 組織の電子メールアドレスを使用して、CiscoSpacesダッシュボードおよび管理者管理アクセスへの招待を
要求します。

ステップ 4 frmod-company.comの電子メールアドレスを使用し、アクティベーション手順を実行します。

ステップ 5 同じ frmod-company.comのログイン情報を使用して Cisco Spacesにログインします。

次のタスク

Cisco Spaces：コネクタ 3.0
Cisco Spaces：コネクタ（このドキュメントで以降は単にコネクタと表記）は、シスコワイヤ
レスコントローラやデータ用のスイッチなどのさまざまなネットワークデバイスに接続する複

数のサービスを効率的に管理する機能を備えた完全に再設計されたバージョンのコネクタで

す。コネクタプラットフォームを使用すると、クラウドに新しいサービスを簡単に追加/削除
できます。クラウドからのデバッグ、ログのアップロード、および再起動機能により、高度な

トラブルシューティングが可能になります。コネクタは、CPU、メモリ、接続、およびアップ/
ダウンステータスを含む各サービスの詳細なメトリックも提供します。

コネクタは Cisco Spacesの次世代コネクタであり、拡張されたユーザーエクスペリエンス、複
数のサービスをサポートするアーキテクチャ、シンプルさ、モジュール性、シームレスなアッ

プグレード、およびハイアベイラビリティを提供します。コネクタは、アクティブ/アクティ
ブ高可用性セットアップをサポートします。コネクタ 2.xの以前のリリースとは異なり、高可
用性ペアを具体的に設定および監視できます。すべてのサービスとデバイス構成はコネクタレ

ベルで管理されるため、高可用性と簡単にペアリングできます。

コネクタとデバイスのステータスも、各インスタンスからコネクタレベルで集計されるため、

簡単に監視できます。コネクタは、高可用性ペアの各インスタンスに完全な可視性を提供しま

す。各インスタンスでのサービスの実行状況、アップグレードステータスなどを表示できま

す。サービスの再起動など、特定のインスタンスでアクションを実行することもできます。

Cisco Spacesアイドルタイムアウト
Cisco Spacesダッシュボードにログインしているユーザーが操作しないでいられるのは一定時
間だけです。15分間非アクティブな場合、そのユーザーはダッシュボードから自動的にログア
ウトされます。アイドルタイムアウトの5分前に通知が表示され、CiscoSpacesアプリケーショ
ンが開いているブラウザウィンドウのタイトルが INACTIVE: You will be logged out
in 5 minsに変わります。対応するウィンドウで実行されたアクションは、ユーザーのセッ
ションを拡張します。
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Cisco Spaces Federalサポートに連絡する
Cisco Spaces Federalサポートに連絡するには、Support CaseManagerを使用してケースを作成す
る必要があります。

サポートケースを作成するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

ステップ 2 [Home]ページで、右上に表示される （[Support]）アイコンをクリックします。

ステップ 3 [Support]をクリックします。[Support]スライドインペインが表示されます。

ステップ 4 [General Support]セクションで、[Open a Case]をクリックして、SCMを使用してケースを発生させます。

図 1 :一般サポートオプション
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Cisco Spacesマニュアル

Cisco Spacesの右上に表示される [Cisco Spaces Support]アイコン（ ）を使用して、設定ガ

イドやリリースノートを含むCisco Spacesダッシュボードのマニュアルにアクセスできます。

次のドキュメントサポートリソースにアクセスしてください。

•ヘルプセンター

•マニュアル

•サポートを受ける

•最新のリリースノート

•リリースノートの履歴

Cisco Spaces連邦サポート設定ガイド
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第 IV 部

Cisco Spaces Home
• Cisco Spacesダッシュボード（37ページ）
• CiscoDNASpaceにおけるシスコワイヤレスコントローラおよびCiscoCatalyst 9800シリー
ズコントローラの設定（45ページ）

• Cisco DNA Spacesを使用するための Cisco Merakiの設定（53ページ）





第 4 章

Cisco Spacesダッシュボード

• Cisco Spacesナビゲーション（37ページ）
• Cisco Spacesダッシュボード（39ページ）
• Cisco DNA Spacesの機能（40ページ）
•ユーザープロファイル（43ページ）
• Cisco Spacesアカウント詳細の表示（44ページ）

Cisco Spacesナビゲーション
Cisco Spacesダッシュボードにログインすると、[Home]ページが表示されます。

すべての Cisco Spacesアプリケーションが Cisco Spaces [Home]ページに表示されます。Cisco
Spacesのこれらの機能にアクセスするには、左側のナビゲーションペインを活用します。

•ロケーション階層

•統合

•設定

•モニター

•管理者管理

•セットアップ

[Dashboard]オプションをクリックして、使用可能なアプリケーションにアクセスできます。

[Home]ページの左上に表示される三行メニューアイコンを使用して、左側のナビゲーション
ペインを展開したり折りたたんだりできます。

ダッシュボードの左上に表示される Cisco Spacesロゴをクリックするか、[Home]オプション
を使用して、ホームページに移動できます。

新しく改善されたCisco Spacesダッシュボード - [Home]ページでは、ユーザー体験とナビゲー
ションを強化するための変更が導入されています。アプリケーションは、[Starter Apps]、
[Employee Experience]、[Space Analytics]に分類されます。
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アプリケーションをお気に入りとしてマークする機能。アプリケーションタイルに表示される

[Add to Favorites]（ハート型のアイコン）をクリックして、お気に入りとして追加します。新
しいセクション、[Favorite Apps]には、お気に入りとしてマークされたアプリケーションが表
示されます。

アプリケーションタイルに表示されている情報アイコンをクリックすると、スライドインウィ

ンドウにアプリケーションの概要が表示されます。

図 2 :自宅（Home）

図 3 :お気に入りのアプリケーション
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Cisco Spacesダッシュボード
Cisco Spacesダッシュボードは Cisco Spacesアプリケーションのデフォルトのホームページで
す。 Cisco Spaces GUIには、Magnetic設計の実装が採用されています。Magnetic設計は、固定
されたヘッダーと折りたたみ可能な左側のナビゲーションウィンドウに従います。

Cisco Spacesにログインした後に、次の図に示すように [Home]ウィンドウが表示されます。

図 4 : Cisco Spacesホーム

CiscoSpaces [Home]ウィンドウには、[Dashboard]ドロップダウンリスト（左側のナビゲーショ
ンペイン）が含まれており、Cisco Spacesライセンスごとに利用可能なアプリケーションを検
索して表示できます。

[Dashboard]ドロップダウンリストを使用して、選択したアプリケーションを選択して移動しま
す。Cisco Spaces [Home]ウィンドウに戻るには、ドロップダウンリストから [Dashboard]オプ
ションを選択します。

ダッシュボードには、次の主要な領域があります。メニューバー、情報アイコン、プロフィー

ルアイコン、およびサブスクリプションに応じて利用可能なさまざまなアプリケーション。

左側のナビゲーションペイン

これらの機能にアクセスするには、左側のナビゲーションペインを使用します。

•自宅（Home）

•ロケーション階層

Cisco Spaces連邦サポート設定ガイド
39

Cisco Spaces Home

Cisco Spacesダッシュボード



•統合

•設定（Configure）

•モニター

•管理者管理

• IoTサービス

•設定

アイコン

一般的なタスクを実行するには、メニューバーの右側にあるアイコンをクリックします。

説明アイコン

[Support]：ヘルプセンター、サポート、およ
びドキュメントのリンクを表示します。

User Profile：アカウントおよびログアウトオ
プションを表示します。ライセンス情報は、
[My Account > License Info > License Units
Consumed]で確認できます。

詳細については、ユーザープロファイル（43
ページ）を参照してください。

Cisco DNA Spacesの機能
Cisco DNA Spacesダッシュボードの主な機能は次のとおりです。

Cisco Spacesアプリケーション
Cisco Spaces [Home]ページでは、使用可能なすべてのアプリケーションを表示できます。左側
のナビゲーションウィンドウで、[Dashboard]をクリックします。

[Home]ページでは、アプリケーションがユースケース別にグループ化されています。[Search]
フィールドを使用して、アプリケーションや機能を検索します。
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図 5 :機能

Right Nowは Live Occupancyアプリケーションに変更されました。（注）

Space Managerアプリケーション

Space Managerアプリケーションで、[Space Management]タブの名前が [Manage Rooms]に変
更されます。すべての機能は同じままです。新しい [Export]機能を使用して、部屋の詳細を
CSVファイルとしてダウンロードできます。選択した部屋について、[Capacity]および [Tag]
のメタデータを部屋の詳細に追加して、追加情報を確認できます。これらの変更は、部屋をよ

り効率的に管理できるように設計されています。
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図 6 :部屋の管理

ロケーション階層

[Location Hierarchy]オプションを使用して、Cisco Spacesでビジネスロケーションを定義でき
ます。ワイヤレスネットワークでロケーションが定義されている構造と同じ構造でロケーショ

ンをインポートできます。

統合

[Integrations]機能を使用すると、Catalyst Center、Office 365、Googleカレンダーなど、さまざ
まなシスコおよびサードパーティアプリケーションとCisco Spacesを統合できます。この統合
により、占有率、スペースの使用状況、およびアクセスデータの共有が可能になり、会議室の

予約が同期されます。これにより、Spaces展開の価値と効率を最大化できます。

設定（Configure）
[Configure]機能オプションを使用すると、Cisco Spacesでの [Notifications]を設定できます。

モニター

[Monitor]機能では、Cisco Spacesとそのアプリケーションのパフォーマンスステータスを監視
できます。また、アプリの遅延と異常も表示されます。
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管理者管理

[Admin Management]機能を使用すると、Cisco Spacesユーザーを作成できます。各ユーザー
の権限をロールに基づいて制限できます。

設定

無線ネットワーク

ワイヤレスネットワーク

さまざまな方法で Cisco Spacesを特定のワイヤレスネットワークに接続するための機能と手順
を表示します。詳細については、「さまざまなワイヤレスネットワークで動作するCiscoSpaces
の設定」を参照してください。

ユーザープロファイル

Cisco Spacesダッシュボードの右上にある [User Profile]オプション（ ）は、アカウントお

よびログアウトのオプションを表示するのに役立ちます。

図 7 :ユーザープロファイル

前回のログインとタイムスタンプの詳細を表示できます。[View History]をクリックして、最
近および失敗したログイン試行を表示します。

ユーザープロファイル機能には次のオプションがあります。

• [My Account]：クリックして、[My Account]ウィンドウを表示します。詳細については、
Cisco Spacesアカウント詳細の表示（44ページ）を参照してください。
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• [View Change Log]：クリックすると、特定のアカウントの全ユーザーに関するアクティ
ビティの詳細を表示する [Change Log]タブが [My Account]ウィンドウで開きます。詳細
については、Cisco Spacesアカウント詳細の表示（44ページ）を参照してください。

Cisco Spacesアカウント詳細の表示
[My Account]ウィンドウを使用して、Cisco Spacesプロファイルの詳細、アカウントアクティ
ビティ、およびその他のアカウント関連情報を表示します。[MyAccount]ウィンドウには、次
のタブがあります。

• [MyProfile]：名、姓、電子メール、携帯電話番号などの基本的なプロファイル情報を表示
します。

• [Account Activity]：アカウントアクティビティが失敗した IPアドレス、日付、ブラウザな
ど、失敗したアカウントアクティビティの詳細を表示します。

• [Preferences]：このタブには、次のオプションが含まれています。

• [Add new domain]：クリックして、SSO認証用の新しいドメインを追加します。

• [Enable Support Access]：このオプションをクリックして、Cisco Spacesサポートチー
ムに対してアカウントへのアクセスを有効または無効にすることができます。このオ

プションを有効にすると、Cisco Spacesサポートチームが例外的な状況で問題を検出
してデバッグするために役立ちます。

•デフォルトでは、[Enable Support Access]オプションが有効に
なっています。

•アクセスが有効になると、Cisco Spacesサポートチームは顧
客の Cisco Spacesアカウントにアクセスできるようになりま
す。

（注）

• [Change Log]：ユーザーアクティビティ、時間、アプリケーション、セクション、ユー
ザーなど、変更ログの詳細を表示します。ログの詳細をフィルタ処理するには、[Filter]
オプションをクリックします。

Cisco Spacesの新しい UIでは、[View Change Log]機能（[Home > Profile]）を使用して、
[Location & Maps]アプリケーションと [Space Utilization App]の監査証跡アクティビティ
を追跡します。
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第 5 章

Cisco DNA Spaceにおけるシスコワイヤレ
スコントローラおよび Cisco Catalyst 9800
シリーズコントローラの設定

この章では、Cisco DNA Spacesで動作するシスコワイヤレスコントローラ（Cisco AireOS）ま
たは Cisco Catalyst 9800シリーズコントローラで行う設定について説明します。必要な設定
は、使用するワイヤレスコントローラのタイプとコネクタによって異なります。

•ハイパーロケーションを備えたシスコワイヤレスコントローラを Cisco DNA Spacesと
Cisco CMXに同時に接続することはできません。

•シスコワイヤレスコントローラを Cisco CMXと Cisco DNA Spacesの両方に同時に接続す
る場合は、 Cisco DNA Spacesコネクタを使用する必要があります。シスコワイヤレスコ
ントローラがサポートできるNMSP接続数の制限を確認し、シスコワイヤレスコントロー
ラがCiscoDNASpacesコネクタへの新しい接続の追加をサポートできることを確認します
（特に、複数の Cisco CMXサーバーへの既存の接続がある場合）。

•シスコワイヤレスコントローラを Cisco WLC Direct Connectと Cisco DNA Spacesコネク
タの両方に同時に接続することはできません。Cisco DNA Spacesコネクタを使用する前
に、Cisco WLC Direct Connectを無効にします。

•特に古いバージョンのシスコワイヤレスコントローラを使用している場合は、CiscoWLC
Direct ConnectではなくCiscoDNASpacesコネクタを使用することをお勧めします。また、
Operation Insights、Detect and Locateなどの特定のアプリは、Cisco DNA Spacesコネクタに
よってのみサポートされます。

•ワイヤレスネットワークに表示されるデータを Cisco DNA Spacesレポートに表示される
データと比較することは推奨されません。これは設計上、遅延することが予想されるため

です。

（注）
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設定はCiscoDNASpacesの一部ではない外部アプリケーションで行うため、このマニュアル内
のメニューパス、タブやウィンドウ、オプションなどに指定する名前が変わる場合がありま

す。

（注）

さまざまなコネクタタイプでサポートされる機能、およびワイヤレスコントローラとコネクタ

のさまざまな組み合わせの設定は次のとおりです。

• Cisco CMXを介して Cisco DNA Spacesをシスコワイヤレスコントローラに接続する（46
ページ）

• WLC直接接続または Cisco DNA Spacesコネクタを使用した、Cisco Catalyst 9800シリーズ
ワイヤレスコントローラまたはシスコワイヤレスコントローラの Cisco DNA Spacesへの
接続（48ページ）

• Cisco DNA Spaces拡張ベンチマーク（52ページ）

Cisco CMXを介して Cisco DNA Spacesをシスコワイヤレ
スコントローラに接続する

Cisco CMXを介して Cisco DNA Spacesをシスコワイヤレスコントローラに接続するには、
Cisco CMX 10.6以降が必要です。

Cisco CMXを使用している Cisco Unified Wireless Networkの場合、Cisco DNA Spacesと連携す
るには、次の構成が必要です。

•インターネットプロビジョニングと RADIUS認証の構成は、RADIUS認証が必要な場合
にのみ必要です。この構成は、ポータルにソーシャル認証が必要な場合にのみ必要です。

（注）

ソーシャル認証のためのシスコワイヤレスコントローラの設定

Cisco Unified Wireless Networkへのソーシャル認証のためには、シスコワイヤレスコントロー
ラに設定を行う必要があります。

ソーシャル認証のために Cisco Unified Wireless Networkを設定するには、次の手順を実行しま
す。

手順

ステップ 1 ログイン情報を使用して、シスコワイヤレスコントローラにログインします。

ステップ 2 [Security > Access Control Lists > Access Control Lists]を選択します。
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ステップ 3 表示される [Access Control List]ウィンドウで、Cisco Spacesのために設定されたアクセス制御リストをク
リックします。

[Add New Rule]をクリックし、次の情報を持つ 2つの追加ルールを追加します。.

方向DSCP宛先ポー

ト範囲

送信元

ポート範

囲

プロト

コル

宛先 IPアド
レス/ネット
マスク

送信元 IPアド
レス/ネットマ
スク

アクショ

ン

いいえ

任意任意任意HTTPSTCP0.0.0.0/0.0.0.00.0.0.0/0.0.0.0許可1

任意任意HTTPS任意TCP0.0.0.0/0.0.0.00.0.0.0/0.0.0.0許可2

（注）

ソーシャル認証用に設定構成されたこのウォールガーデン範囲により、顧客は SSIDに接続した後、キャ
プティブポータルを使用せずに、すべての HTTPS Webサイトに直接アクセスできます。

ステップ 4 認証に使用するソーシャルネットワークに基づき、ソーシャルプラットフォーム固有のドメインをACLと
して追加します。ソーシャルドメインを ACLとして追加するには、次の手順を実行します。

a) シスコワイヤレスコントローラダッシュボードで、[Security > Access Control Lists]を選択します。
b) Cisco Spaces用に設定されたアクセス制御リストの [More Actions]をクリックします。
c) [Add Remove URL]をクリックします。
d) ソーシャル URL名を入力し、[Add]をクリックします。
e) ドメインごとに、手順 cと dを繰り返します。

（注）

これらのドメイン名はソーシャルネットワークによって管理され、いつでも変更できます。また、こ

れらのドメイン名は、国/地域によって変更される可能性があります。問題が発生した場合は、Cisco
Spacesサポートチームにお問い合わせください。

さまざまなソーシャルプラットフォームで一般的に使用されるドメイン名は次のとおりです。

Facebook

• facebook.com

• static.xx.fbcdn.net

• www.gstatic.com

• m.facebook.com

• fbcdn.net

• fbsbx.com

LinkedIn

• www.linkedin.com

• static-exp1.licdn.com

Twitter
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• abs.twimg.com

• syndication.twitter.com

• twitter.com

• analytics.twitter.com

WLC直接接続または Cisco DNA Spacesコネクタを使用し
た、Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラ
またはシスコワイヤレスコントローラのCiscoDNASpaces
への接続

Cisco 9800シリーズワイヤレスコントローラまたはシスコワイヤレスコントローラ（CMX
なし）からCiscoDNAスペースにロケーションをインポートするには、最初にいずれかのコネ
クタを介してコントローラを Cisco DNA Spacesに接続する必要があります。

[Cisco WLC Direct Connect]と [Cisco DNA Spaces Connector]の両コネクタは、シスコワイヤレ
スコントローラと Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラの両方に使用できま
す。
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•シスコワイヤレスコントローラを Cisco CMXと Cisco DNA Spacesの両方に同時に接続す
る場合は、Cisco DNA Spacesコネクタを使用する必要があります。ただし、1つのコント
ローラを Cisco DNA Spacesと Cisco CMXの両方に同時に接続することは推奨しません。

•行動メトリクスなどの Cisco DNA Spacesレポートに表示されるデータを、シスコワイヤ
レスコントローラまたは Cisco CMXに表示されるデータと比較しないようにお勧めしま
す。設計によって表示されるデータが異なることが予想されるためです。

•コントローラを Cisco DNA Spacesにインポートするには、少なくとも 1つの APがその特
定のコントローラに接続されていることを確認してください。

•コントローラで、新しい APがコントローラに追加されると、追加された APは次のコン
トローラ同期の際に自動的にインポートされます。インポートされた APがコントローラ
から削除された場合、この変更は 48時間経過しないと Cisco DNA Spacesに反映されませ
ん。ただし、更新されないAPは、更新が他のAPから送信されている場合にのみ 48時間
後に削除されます。たとえば、10の APが設定されていて、2つの APがコントローラか
ら削除された場合、削除された 2つの APは、他の 8つの APから更新が受信された場合
にのみ Cisco DNA Spacesから削除されます。

• APがコントローラとの関連付けを解除された場合、Cisco DNA Spacesからすぐに削除さ
れて AP数に反映されることありません。その APは、48時間経過しないと Cisco DNA
Spacesから削除されません。

（注）

ワイヤレスコントローラとコネクタのさまざまな組み合わせに必要な設定は次のとおりです。

Cisco WLC Direct Connectを使用して Cisco Spacesをシスコワイヤレス
コントローラに接続する

シスコワイヤレスコントローラバージョン 8.3以降（Cisco CMXのインストールなし）を
CiscoSpacesに接続し、シスコワイヤレスコントローラとそのアクセスポイントをCiscoSpaces
にインポートするには、次の手順を実行します。

始める前に

•シスコワイヤレスコントローラバージョン 8.3以降が必要です。

•シスコワイヤレスコントローラを Cisco Spacesにインポートするには、少なくとも 1つ
の APがその特定のシスコワイヤレスコントローラに接続されていることを確認してく
ださい。

•シスコワイヤレスコントローラは、HTTPSで Cisco Spacesクラウドに到達できる必要が
あります。

•シスコワイヤレスコントローラはインターネットに接続できる必要があります。
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• Cisco Spacesをアンカーモードで使用するには、アンカーコントローラモードと外部コン
トローラモードの両方でシスコワイヤレスコントローラをネットワーク展開する必要が

あります。ネットワーク展開にアンカーコントローラモードと外部コントローラモードの

シスコワイヤレスコントローラが含まれている場合、このセクションで説明するコマン

ドを使用して、両方のコントローラで Cisco WLC Direct Connectを有効にする必要があり
ます。さらに、どちらのモードのシスコワイヤレスコントローラも、HTTPSで Cisco
Spacesクラウドに到達できる必要があります。ただし、Cisco Spacesは、アンカーモード
のシスコワイヤレスコントローラバージョン 8.3.102をサポートしていません。

• CiscoWLCDirect Connectを使用してCisco AireOSワイヤレスコントローラバージョン 8.3
以降をCisco Spacesに正常に接続するには、DigiCert CAが発行するルート証明書が必要で
す。ネットワーク展開にアンカーコントローラモードと外部コントローラモードのシスコ

ワイヤレスコントローラが含まれている場合、両方のモードのシスコワイヤレスコント

ローラに証明書をインポートする必要があります。

手順

ステップ 1 DigiCert CAルート証明書をインポートします。

a) 次のリンクからルート証明書をダウンロードします。

https://cacerts.digicert.com/DigiCertGlobalRootCA.crt.pem

b) ルート証明書の内容を .cer拡張子のファイルにコピーし、ファイルを {your_filename}.cerとして保存し
ます。

c) {your_filename}.cerファイルを TFTPサーバー上のデフォルトディレクトリにコピーします。
d) シスコワイヤレスコントローラの CLIにログインし、次のコマンドを実行します。

transfer download datatype cmx-serv-ca-cert
transfer download mode tftp
transfer download filename {your_filename}.cer
transfer download serverip {your_tftp_server_ip}
transfer download start

e) Yを入力してアップロードを開始します。

f) 新しいルート証明書が正常にアップロードされたら、次のコマンドを実行してCiscoCMXクラウドサー
ビスを無効にし、その後で有効にします。

config cloud-services cmx disable
config cloud-services cmx enable

（注）

ルート証明書をアップロードした後、シスコワイヤレスコントローラの再起動が求められます。再起

動をお勧めしますが、必須ではありません。いずれの場合も証明書がインストールされます。

DigiCert CAの発行ではないルート証明書を使用してワイヤレスコントローラを Cisco Spacesに接続しよう
とすると、次のエラーが発生します。

https:SSL certificate problem: unable to get local issuer certificate

ステップ 2 シスコワイヤレスコントローラの CLIモードで、次のコマンドを実行します。
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config cloud-services cmx disable
config cloud-services server url https://{Customer Path Key}.{LB Domain} {LB IP Address}
config cloud-services server id-token <Customer JWT Token>
config network dns serverip <dns server ip>
config cloud-services cmx enable

（注）

{Customer PathKey}、{LBDomain}、{LB IPAddress}、および {Customer JWTToken}を表示するには、Cisco
Spacesダッシュボードにログインし、ダッシュボードの左上に表示される 3本線のメニューアイコンをク
リックします。[Setup] > [Wireless Networks]の順に選択します。次に、[ConnectWLC / Catalyst 9800Directly]
を展開し、[View Token]をクリックします。[WLC]タブをクリックすると、ステップ 1bで {Customer Path
Key}、{LB Domain}、および {LB IP Address}を、ステップ 1cで {Customer JWT Token}を表示できます。

ステップ 3 次のコマンドを使用して、概要を確認します。

show cloud-services cmx summary

結果が表示されます。

Cisco Spacesダッシュボードで、[Add a Wireless Network]ウィンドウの [CUWN-WLC]を選択すると、
WLCが一覧表示されます。これにより、そのWLCの APを Cisco Spacesにインポートできます。

例：

結果サンプル

(Cisco Controller) >show cloud-services cmx summary

CMX Service

Server ....................................... https://$customerpathkey.spaces-gov.cisco

IP Address.................................... <Local System IP Address>

Connectivity.................................. https: UP

Service Status ...............................アクティブ

Last Request Status........................... HTTP/1.1 200 OK

Heartbeat Status ............................. OK

これで、シスコワイヤレスコントローラを Cisco Spacesロケーション階層にインポートできるようになり
ました。マップサービスまたはアクセスポイントプレフィックスを使用してロケーションをインポートで

きます。

通知およびレポート用のシスコワイヤレスコントローラ（Cisco CMXなし）の設定

Cisco CMXを使用しない場合、[WLC Direct Connect]および Cisco Spaces [Connector]といっ
たコネクタを使用して、シスコワイヤレスコントローラを Cisco Spacesに接続できます。こ
のような場合、通知とレポートに必要な設定は、シスコワイヤレスコントローラをインポー

トするときに自動的に行われます。
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Cisco Spacesを [WLC Direct Connect]または Cisco Spaces [Connector]と共に使用している場
合、コントローラは [Foreign controller]モードである必要があります。

（注）

Cisco DNA Spaces拡張ベンチマーク
表 5 :拡張の概要

CMXテザリング
コネクタ

Cisco WLC Direct ConnectCisco DNA Spaces
コネクタ

SNO

Cisco AireOSCisco Catalyst 9800
シリーズ

Cisco AireOSCisco AireOSプラットフォーム

60000台のクライ
アント、5000台
のAP、50000個の
RFIDタグ

1ビルディング -
100フロアと各フ
ロアに 50台のAP
のマップ

50台の APと 50
台のクライアント

50台の APと 50
台のクライアン

ト

12500台の AP、
250000台のクラ
イアント

着信 NMSPは、
10500メッセージ/
秒を超えることは

できません。

サポートされてい

るアプライアンス

での最大拡張

8.8MR2と CMX
10.6（ハイエン
ド）

16.12、17.18.8MR2コネクタバージョ

ン 2.1.1と docker
v2.0.204

拡張がサポートさ

れているリリース

現在、Mobility Expressは拡張に対応していません。（注）
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第 6 章

Cisco DNA Spacesを使用するための Cisco
Merakiの設定

この章では、Cisco DNA Spacesを使用するために Cisco Merakiに必要な設定について説明しま
す。

• Cisco Merakiでの SSIDの有効化（53ページ）
• RADIUS認証用の Cisco Merakiの設定（54ページ）
•通知およびレポート用 Cisco Merakiの設定（56ページ）
•ソーシャル認証のための Cisco Merakiの設定（57ページ）
• Cisco Merakiの SSIDの手動設定（58ページ）
• Cisco Merakiでのスキャン APIの設定（59ページ）
• Bluetooth Low Energyデバイスサポート（60ページ）

Cisco Merakiでの SSIDの有効化
SSIDをキャプティブポータルルール用に設定するために Cisco DNA Spacesにインポートする
には、それらの SSIDを Cisco Merakiで有効にする必要があります。

Cisco Merakiは Cisco DNA Spacesに含まれていないため、メニューパスおよびメニュー名は変
更される場合があります。

（注）

Cisco Merakiで SSIDを有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 https://meraki.cisco.comに移動します。

ステップ 2 Cisco Merakiアカウントのログイン情報を使用してアプリケーションにログインします。
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ステップ 3 SSIDを有効にする必要のある [Cisco Meraki Organization]をクリックし、必要なネットワークを選択しま
す。

ステップ 4 [Wireless] > [Configure] > [SSIDs]の順に選択します。

ネットワークで使用可能な SSIDが表示されます。

ステップ 5 SSIDの名前を変更して有効にします。

ステップ 6 [Edit Settings]をクリックし、[Splash]ページオプションで [Click-Through]オプションボタンをクリックし
ます。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

SSIDが Cisco Merakiで正常に有効化されました。

RADIUS認証用の Cisco Merakiの設定
ポータルにより多くのセキュリティを提供するために、CiscoDNASpacesはポータルにRADIUS
認証を提供します。また、キャプティブポータルルールを使用して設定できるシームレスなイ

ンターネットプロビジョニングを管理するには、Cisco Merakiで特定の設定が必要です。

シームレスなインターネットプロビジョニングを設定するときに必要な Radiusサーバー設定
は、標準の Radiusサーバー設定とは異なります。

RADIUS認証用のCisco Merakiの設定（シームレスなインターネット設
定なし）

RADIUS認証用に Cisco Merakiを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Merakiのログイン情報で Cisco Merakiにログインします。

ステップ 2 [Wireless Access Control]を選択します。

ステップ 3 キャプティブポータルルールの SSIDを選択します。

ステップ 4 [Association requirements]エリアで、[Open]を選択します。

ステップ 5 [Splash page]エリアで [Sign-on with]を選択し、ドロップダウンリストから [my RADIUS server]を選択し
ます。

ステップ 6 [Radius servers]エリアで [Add a server]をクリックし、表示されたフィールドに認証のための RADIUS
サーバーの詳細を指定します。

•ポート：1812

（注）
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Cisco DNA Spaces RADIUSサーバーのみを設定できます。RADIUSサーバーの IPアドレスと秘密鍵を表
示するには、Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[SSIDs]ページのMeraki SSIDの [Configure Manually]
リンクをクリックします。

ステップ 7 [Radius accounting]ドロップダウンリストから、[Radius Accounting is enabled]を選択します。

（注）

キャプティブポータルでは、RADIUSアカウンティングの有効化は必須ではありません。アカウンティ
ングの該当するユースケースは、OpenRoamingと認可変更（CoA）です。

ステップ 8 [Radius accounting servers]エリアで、[Add a server]をクリックし、表示されたフィールドにアカウンティ
ングのための RADIUSサーバーの詳細を指定します。

•ポート：1813

（注）

Cisco DNA Spacesの Radiusサーバーのみを設定できます。Cisco DNA Spaces RADIUSサーバーのみを設
定できます。RADIUSサーバーの IPアドレスと秘密鍵を表示するには、Cisco DNA Spacesダッシュボー
ドで、[SSIDs]ページのMeraki SSIDの [Configure Manually]リンクをクリックします。

ステップ 9 ウォールドガーデンの範囲を設定します。ウォールガーデンの範囲を表示するには、Cisco DNA Spaces
ダッシュボードで、SSIDページのMeraki SSIDの [Configure Manually]リンクをクリックします。

ステップ 10 変更内容を保存します。

RADIUS認証およびシームレスなインターネットプロビジョニングの
ための Cisco Merakiの設定

Radius認証およびシームレスなインターネットプロビジョニング向けにCiscoMerakiを設定す
るには、Cisco Merakiで次の設定を行います。

手順

ステップ 1 Merakiのログイン情報で Cisco Merakiにログインします。

ステップ 2 [Wireless] > [Access] > [Control]の順に選択します。

ステップ 3 キャプティブポータルルールの SSIDを選択します。

ステップ 4 [Association requirements]領域で、[Mac-based access control (no encryption)]を選択します。

ステップ 5 [Splash]ページ領域で、[Click-through]を選択します。

ステップ 6 [Radius servers]エリアで [Add a server]をクリックし、表示されたフィールドに認証のための RADIUS
サーバーの詳細を指定します。

•ポート：1812

（注）
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Cisco DNA Spacesの Radiusサーバーのみを設定できます。RADIUSサーバーの IPアドレスと秘密鍵を表
示するには、Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[SSIDs]ページのMeraki SSIDの [Configure Manually]
リンクをクリックします。

ステップ 7 [Radius accounting]ドロップダウンリストから、[Radius Accounting is enabled]を選択します。

（注）

キャプティブポータルでは、RADIUSアカウンティングの有効化は必須ではありません。アカウンティ
ングの該当するユースケースは、OpenRoamingと認可変更（CoA）です。

ステップ 8 [Radius accounting servers]エリアで、[Add a server]をクリックし、表示されたフィールドにアカウンティ
ングのための RADIUSサーバーの詳細を指定します。

•ポート：1813

（注）

Cisco DNA Spaces RADIUSサーバーのみを設定できます。RADIUSサーバーの IPアドレスと秘密鍵を表
示するには、Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[SSIDs]ページのMeraki SSIDの [Configure Manually]
リンクをクリックします。

ステップ 9 [Radius attribute specifying group policy name]ドロップダウンリストから、[Filter-Id]を選択します。

ステップ 10 変更内容を保存します。

ステップ 11 Cisco Merakiダッシュボードで、[Network-wide Group Policies]をクリックします。

ステップ 12 [Add a Group]をクリックします。

ステップ 13 表示される [New group]ウィンドウに、グループの名前を入力します。

（注）

Cisco DNA Spacesダッシュボードで、この名前をポリシー名として設定する必要があります。グループ
名を「CaptiveBypass」と指定する場合、このポリシー名はすべてのキャプティブポータルルールのデフォ
ルトのポリシー名として機能します。つまり、[Seamlessly Internet Provision]が選択されるキャプティブ
ポータルルールに対してポリシー名を指定しない場合、ポリシー名「CaptiveBypass」がこのルールに対
して適用されます。

ステップ 14 [Bandwidth]ドロップダウンリストから必要なオプションを選択し、顧客にプロビジョニングするイン
ターネットの帯域幅を指定します。

ステップ 15 [Splash]ドロップダウンリストから [Bypass]を選択します。

ステップ 16 [Apply]をクリックします。

ステップ 17 ウォールドガーデンの範囲を設定します。ウォールガーデンの範囲を表示するには、Cisco DNA Spaces
ダッシュボードで、SSIDページのMeraki SSIDの [Configure Manually]リンクをクリックします。

通知およびレポート用 Cisco Merakiの設定
CiscoDNASpacesを使用して通知を送信し、CiscoDNASpacesレポートを表示するには、Cisco
Merakiで特定の設定を行う必要があります。
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Merakiネットワークロケーションをロケーション階層にインポートすると、通知URLがCisco
Merakiで自動的に設定されます。このサポートは、Meraki APIキーを使用して追加された
Merakiネットワークには適用されません。

（注）

Cisco DNA Spacesを使用して通知を送信する、またはCisco DNA Spacesのレポートを表示する
ために Cisco Merakiを手動で設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Merakiアカウントのログイン情報を使用してMerakiにログインします。

ステップ 2 SSIDを有効にする必要のある組織をクリックし、必要なネットワークを選択します。

ステップ 3 [Network-wide] > [Configure] > [General]の順に選択します。

ステップ 4 [CMX]領域で、次の手順を実行します。

a) [Analytics]ドロップダウンリストから、[Analytics is enabled]を選択します。
b) [Scanning API]ドロップダウンリストから、[Scanning API enabled]を選択します。
c) [Add a Post URL]をクリックし、それぞれのフィールドに POST URLの詳細を入力します。

投稿 URLの詳細を表示するには、Cisco DNA Spacesダッシュボードで、[SSIDs]ウィンドウのMeraki
SSIDの [Configure Manually]リンクをクリックします。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ソーシャル認証のための Cisco Merakiの設定
CiscoMerakiでソーシャル認証を行うには、meraki.cisco.comに一定の設定をする必要がありま
す。

ソーシャル認証のために Cisco Merakiを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Merakiダッシュボードで、[Wireless > Configure > Access Control]の順に選択します。

[Access Control]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [SSID]ドロップダウンリストから、ソーシャル認証を設定する SSIDを選択します。

ステップ 3 [Wall Garden Ranges]フィールドに、次の表にリストされているソーシャルネットワークのドメイン名を
入力し、[Save Changes]をクリックします。
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Cisco Merakiのソーシャル認証が正常に設定されます。

表 6 :ソーシャルネットワークのドメイン名

LinkedInTwitterFacebook

*.linkedin.com

*.licdn.net

*.licdn.com

*.twitter.com

*.twimg.com

*.facebook.com

*.fbcdn.net

*.akamaihd.net

*.connect.facebook.net

Cisco Merakiの SSIDの手動設定
Merakiで SSIDを手動設定するには、まずその SSIDを Cisco DNA Spacesにインポートする必
要があります。詳細については、「Cisco Merakiの SSIDのインポート」のセクションを参照
してください。

Merakiで SSIDを手動設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Merakiアカウントのログイン情報を使用してMerakiにログインします。

ステップ 2 それぞれのドロップダウンリストから必要なMeraki組織およびネットワークを選択します。

ステップ 3 [Wireless] > [Access Control]の順に選択します。

ステップ 4 [SSID]ドロップダウンリストから、Cisco DNA Spacesに設定する SSIDを選択します。

ステップ 5 [splash]ページ領域で、[Click-through]を選択します。

ステップ 6 [Wall garden]ドロップダウンリストから、[Wall garden is enabled]を選択します。

ステップ 7 [Wall garden ranges]テキストフィールドに、必要なウォールドガーデンの範囲を入力します。

ウォールドガーデンの範囲を表示するには、Cisco Spacesダッシュボードで、[SSIDs]ウィンドウにある
Meraki SSIDの [Configure Manually]リンクをクリックします。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 9 [Wireless] > [Splash page]を選択します。

ステップ 10 以前に指定された SSIDに対しては、[Custom Splash URL]エリアで、[Or provide a URL where customers
will be redirected]を選択するか、隣接するフィールドにスプラッシュ URLを入力します。

Meraki SSIDのスプラッシュページ URLを生成して表示するには、次の手順に従います。

a) [Home] > [Captive Portals] > [SSIDs]をクリックして、Meraki SSIDを Cisco Spacesにインポートしま
す。
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Cisco Spacesダッシュボードにスプラッシュページの URLが生成されます。
b) [SSIDs]ページで、目的のMeraki SSIDの [Configure Manually]リンクをクリックします。
選択したMeraki SSIDのスプラッシュページ URLが表示されます。

ステップ 11 [Splash Behavior]エリアで、[Where should users go after the splash page]にある [The URL they were trying to
fetch]オプションボタンをクリックします。

ステップ 12 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 13 Cisco DNA Spacesで使用するすべての SSIDについて、ステップ 3～ 12を繰り返します。

次のタスク

Cisco Merakiでのスキャン APIの設定
Merakiカメラを使用するには、Cisco Merakiでスキャン APIを設定する必要があります。

Cisco Merakiでスキャン APIを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Merakiアカウントのログイン情報を使用して https://meraki.cisco.comにログインします。

ステップ 2 [Networkwide] > [General]の順に選択します。

ステップ 3 [Location and Scanning]エリアで、次の手順を実行します。

a) [Analytics]ドロップダウンリストから、[Analytics enabled]を選択します。
b) [Scanning API]ドロップダウンリストから、[Scanning API enabled]を選択します。
c) ポスト URLを追加します。

• [Post URL]フィールドに、ポスト URLを入力します。

• [Secret Key]フィールドに、CiscoMerakiクラウドからの JSONポストを検証するためにHTTPサー
バーが使用する秘密鍵を入力します。

（注）

Cisco DNA Spacesダッシュボードの [Setup] > [Camera]の [Connect your Meraki Camera]ウィンドウ
から、ポスト URLと秘密鍵をコピーできます。

• [API Version]ドロップダウンリストから、HTTPサーバーが受信して処理できるロケーション API
バージョンを選択します。

ステップ 4 JSONオブジェクトを受信するように HTTPサーバーを設定し、ホストします。

ステップ 5 最初の接続時に、Cisco Merakiクラウドは、組織の IDが Cisco Merakiの顧客であることを確認します。
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次に、Cisco Merakiクラウドが JSONの送信を開始します。

Bluetooth Low Energyデバイスサポート
Bluetooth LowEnergy（BLE）デバイスは、CiscoCatalystワイヤレスネットワークでサポートさ
れていましたが、Cisco Merakiネットワークで使用できるようになりました。

この機能拡張により、Cisco Spacesプラットフォームは Cisco Merakiを使用して BLEデバイス
とシームレスに統合できます。この機能拡張により、Cisco Meraki BLEデバイスは、Firehose
IoTテレメトリイベント、IoT Explorer、サイネージ、RightNowなど、さまざまな Cisco Spaces
アプリケーションでアクセスできるようになりました。

この機能を動作させるには、CiscoMerakiネットワークで特定の設定を実行し、CiscoSpacesへ
のデータ送信を有効にする必要があります。さらにサポートが必要な場合は、Cisco Spacesサ
ポートチームにお問い合わせください。

（注）
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第 7 章

Cisco Spaces：[Live Occupancy]アプリケー
ション

この章では、[Live Occupancy]アプリケーションについて説明します。

• [Live Occupancy]の概要（63ページ）
• Wi-Fi占有率（64ページ）
•設定 （66ページ）

[Live Occupancy]の概要
[Live Occupancy]アプリケーションは、自分が現在いるロケーションの訪問者の詳細を示す
[Live Occupancy]レポートを提供します。

[Live Occupancy]アプリケーションは、[Location Hierarchy]に変更があった場合のカウントの
問題に対処するように強化されています。この機能強化の前に、新しいロケーションの追加、

既存のロケーションの削除、または [TimeZone]などの重要なパラメータの更新などの [Location
Hierarchy]の変更により、Wi-Fiの古いカウントまたは誤ったカウントが導入されました。

この機能強化により、[Location Hierarchy]の変更後にカウントが無効になるため、現在の日の
[Presence]チャートのカウントがリセットされます（現在の時刻までのすべての既存の数値が
削除されます）。

[Live Occupancy]アプリケーションは、次のライセンスタイプで使用できます。

• SEE

• EXTEND

• SWITCH_EXT

• SMART_VENUES

• SMART_OPERATIONS

• SMART_OPERATIONS_BASE

• ACT（UIでは Advantageと表示）
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• UNLIMTED

• PREMIER_W

• PREMIER_CW

Wi-Fi占有率
[WiFi occupancy]レポートには、自分が現在いるロケーションの訪問者の詳細が表示されま
す。デフォルトでは、レポートには、現在すべてのロケーションにいる訪問者の詳細が表示さ

れます。最大でフロアレベルまでフィルタリングできます。

[WiFi occupancy]は、訪問者と見なされない除外されたデバイスの数、またはデータ処理中に
フィルタ処理されたデバイスの数を表示できるように機能強化されました。除外されたデバイ

スの数は、[WiFi occupancy]の [Note]セクションにメッセージとして表示されます。

図 8 : [Live Occupancy]アプリケーション
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•ロケーション階層でロケーションが削除または変更された場合、またはタイムゾーンが変
更された場合、既存の [Presence]チャートのカウントはリセットされます。

• BLE処理の場合：

• IoTの最新情報の一部として BLEグループ情報を受信する必要があります

• RSSI値は -85より大きくする必要があります

•プローブデバイスの場合：

•シスココネクタおよびその他のデバイスタイプ：RSSI値が -70より大きい必要があ
ります

• Cisco Meraki：RSSI値は -100より大きい必要があります。

指定された信号強度しきい値を満たすプローブデバイスのみが、Firehoseデータストリー
ムの一部としてデバイスロケーション更新イベントを共有できます。

（注）

[Live Occupancy]レポートの表示
[Live Occupancy]レポートを表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボードで、[Live Occupancy]を選択します。

[Live Occupancy]アプリケーションが表示されます。

ステップ 2 [Location]ドロップダウンリストから、目的のネットワークロケーションを選択します。

選択したネットワークロケーションの [Live Occupancy]レポートが表示されます。

レポート上部の [Live Occupancy]セクションに、使用システムのローカル時間が表示されます。

[Live Occupancy]レポートには、次のグラフが表示されます。

• [Visitors Present: All locations]：子ロケーションを含むフィルタリングされたロケーションでの、過去
10分間の推定合計訪問者数を表示します。

• [Visitor Composition]：アクティブな訪問者の構成を、SSIDカテゴリ（従業員、ゲストなど）および
SSID（上位 5つの SSID）ごとにパーセンテージで表示します。

• [Visitors Present: All Locations]：フィルタリングされたロケーションでの、過去 10分間の合計訪問者数
の傾向を表示します。
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• [Visitors Present: Map View]：フィルタリングされたロケーションの子ロケーションでの、アクティブ
な訪問者のロケーション別カウントを表示します。

• [Map View]：フィルタリングされたロケーションの子ロケーションが、それらの各子ロケーショ
ンの合計訪問者数とともに世界地図に表示されます。

• [Floormapview]：特定のフロアを選択すると、選択したフロアマップビューも表示されます。

選択したロケーションに、Cisco CMXからインポートされて Cisco Spacesにアップロードさ
れたマップがある場合、そのフロアと、表示されたフロアの合計訪問者数を表示できます。

• [List View]：フィルタリングされたロケーションの子ロケーションが一覧表示され、各子ロケー
ションの現在の訪問者数がそのロケーションに対して表示されます。

（注）

•「アクティブな訪問者」とは、過去 10分間にそのロケーションにいて、ネットワーク（WLANまた
は SSID）に接続している訪問者です。

• 10分間の中でデバイスの滞留時間が 1分未満の場合、そのデバイスは Right Nowレポートから除外さ
れます。

•過去 51週間の平均値が、レポートの各チャートの履歴データとして表示されます。

設定
[Settings]メニューは、[Live Occupancy]アプリケーションレポート内のデバイス、SSID、お
よび訪問者を管理するのに役立ちます。[Settings]メニューには、[Include/ExcludeDevices]タブ
と [Categorize Visitors]タブが含まれています。
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図 9 : [Live Occupancy] -設定

デバイスを含めるまたは除外する

[Include/Exclude Devices]タブを使用して、[Live Occupancy]レポートのWi-Fi、BLE、および
RFIDデバイスについて次のオプションから選択します。

• Wi-Fiデバイスオプションはデフォルトで含まれていて、その選択を解除することはでき
ません。

特定の SSIDに接続されているデバイスを [Live Occupancy]分析から除外するには、
[Add/Edit]または [Add/Edit excluded list]をクリックし、[Exclude SSIDs]リストから目的
の SSIDを選択します。

• BLEタグ：[Live Occupancy]レポートに BLEタグを含めるには、[Include BLE Tags]をオ
ンにします。

[Live Occupancy]分析から特定のデバイスグループを除外するには、[Add/Edit]または
[Add/Edit excluded list]をクリックし、[Exclude BLE devices]リストから目的の BLEデバ
イスを選択します。

• RFIDタグ：[Live Occupancy]レポートに RFIDタグを含めるには、[Include RFID Tags]
を選択します。
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• RFIDタグと BLEタグを選択すると、対応するデバイス数も [Live Occupancy]レポートに
表示されます。

•ここで SSIDを除外するように設定すると、その SSIDに接続されているクライアントが
[Live Occupancy]から除外されるだけでなく、[Live Occupancy]からデータを受信する他
のアプリケーション、たとえば Partner Firehose Wi-Fiデータ、スペース使用率フロア占有
メトリック、およびサイネージ占有人数からも除外されます。

（注）

訪問者の分類

[CategorizeVisitors]タブを使用して、SSIDに参加した訪問者を訪問者タイプに基づいて自動ま
たは手動で分類します。次のオプションを使用できます。

• Auto

•ゲスト

• Employee

• Custom
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第 8 章

Cisco Spaces：ロケーション分析アプリ
ケーション

この章では、ロケーション分析レポートについて説明します。

•ロケーション分析アプリケーションの概要（69ページ）
•ロケーション分析レポートの表示（71ページ）
•レポートの比較（74ページ）
•カスタムレポートの作成（76ページ）
•ウィジェットを追加（80ページ）

ロケーション分析アプリケーションの概要
ロケーション分析アプリケーションを使用すると、建物内のさまざまなエリアや地域と異なる

ロケーションにおける、人々の足取り、訪問者数、訪問パターン、滞在時間の分布を把握して

分析できます。従業員の訪問状況もレポートに含まれます。

ロケーション分析アプリケーションを使用して、訪問数、訪問者の洞察、および滞在時間分布

データを含むレポートを表示し、希望するフィルタ条件に従ってカスタムレポートも作成しま

す。

ロケーション分析アプリケーションのメインメニューには、[Reports]と [Custom Reports]の
2つのオプションがあります。

レポート

左側のパネルで [Reports]をクリックしてリストを展開し、[Overview]をクリックしてレポー
トを表示します。[Overview]ウィンドウには、訪問数、訪問者の詳細、および滞在時間分布
データがタイル形式とグラフ形式の両方で表示されます。タイルの矢印アイコンをクリックす

ると、詳細をグラフ形式で表示できます。

カスタムレポート

[Location Analytics App >Custom Reports]を選択し、カスタムレポートを表示、保存します。
使用可能なレポートタイプ、およびレポートに含まれている [Path]ウィジェットを使用して、
カスタムレポートを作成できます。
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ロケーション分析アプリケーションで、[Reports > Overview]を選択すると、訪問者/訪問の傾
向/滞在時間分布を含むロケーション分析レポートがタイル形式とグラフ形式の両方で表示さ
れます。使用可能なフィルタパラメータに基づいてレポートを比較することもできます。詳細

については、レポートの比較（74ページ）を参照してください。

図 10 :ロケーション分析の概要

•デフォルトでは、過去 365日間のすべてのロケーション、すべての SSIDのレポートが表
示されます。必要に応じて、ウィンドウの上部にあるフィルタを使用して、レポートを変

更します。

•データのないロケーション分析アプリケーションを初めて使用する場合は、左側のメニュー
にある [Location Analytics]をクリックしてサンプルレポートを表示し、訪問者の詳細がど
のように表示されるかを把握してください。

（注）

[Overview]ウィンドウには、選択したパラメータに従って、訪問者数、訪問数、日次平均訪問
者数、日次平均訪問数に関連する情報が表示されます。

•訪問者数は、選択した基準に基づき、一意の訪問者の合計数として定義されます。

•訪問数は、特定のロケーションへの合計訪問数として定義されます。

•日次平均訪問者数は、選択した期間で毎日加算した訪問者の総数を、日数で割った日次平
均として定義されます。

•日次平均訪問数は、選択した期間で毎日加算した訪問の総数を、日数で割った日次平均と
して定義されます。
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[Overview]ウィンドウは、次の情報をタイル形式で表示します。

•訪問者数：日次平均訪問者数

•訪問者数：新規と再訪問者の比較

•訪問数：日次平均訪問者数

•訪問数：平均滞在時間

[Overview]ウィンドウは、次の情報をグラフ形式で表示します。

•訪問者数の傾向

•訪問数の傾向

•滞在時間の分布

ロケーション分析レポートの表示

手順

ステップ 1 Cisco Spaces [Home]ページで、[Dashboard]をクリックし、[Location Analytics]を選択します。
[Location Analytics] [Home]ページが表示されます。

ステップ 2 左側のパネルから、[Reports > Overview]を選択します。

[Reports]メニューに [Overview]ウィンドウが表示されます。
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（注）

•デフォルトでは、ルートロケーション、すべての SSID、および過去 365日間のレポートが表示されま
す。ロケーション、日付範囲、SSIDでレポートをフィルタリングできます。

• SSIDフィルタオプションは、ACTライセンスユーザーのみが使用できます。SEEおよび EXTENDラ
イセンスユーザーは使用できません。ただし、日付範囲フィルタを使用して、グループ、フロア、ゾー

ン以外のロケーションをフィルタリングできます。

ステップ 3 [All Locations]ドロップダウンリストから、レポート表示の対象となるロケーションを選択します。

（注）

ACTライセンスユーザーはフロアとゾーンのレポートを表示できます。SEEおよび EXTENDライセンス
ユーザーはネットワークロケーションのみをフィルタリングできます。

ステップ 4 [Date]ドロップダウンリストから、レポートを表示する日付の範囲を選択します。

次のオプションを使用できます。

表 7 :日付範囲オプション

説明日付の範囲

本日の各時間ごとの合計訪問数今日

前日の各時間ごとの合計訪問数昨日（Yesterday）
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説明日付の範囲

今週の各曜日の合計訪問数今週

前週の各曜日の合計訪問数先週

当月の各日の合計訪問数今月

前月の各日の合計訪問数先月

今年の各日の合計訪問数今年

指定した期間の各日の合計訪問数が表示されます。

[Custom Date Range]ポップアップウィンドウで、開
始日と終了日を指定し、[Apply]をクリックします。

Custom

（注）

特定の日の訪問の詳細を表示するには、グラフの該当する日にカーソルを合わせます。

ステップ 5 [All SSID]ドロップダウンリストから、レポートを表示する SSIDを選択します。

[Overview]ウィンドウには、選択したフィルタオプションに従ってロケーション分析レポートが表示され
ます。

ステップ 6 ロケーション分析レポートでは、次の情報をタイル形式で表示できます。

表 8 :ロケーション分析レポート情報

説明レポート項目

選択したフィルタパラメータに基づく訪問者の合計

数と日次平均訪問者数

ビジター

選択したフィルタパラメータに基づく訪問者の合計

数。[New Visitors]および [Repeat Visitors]の数は、
パーセンテージ情報とともに個別に表示されます。

ビジター
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説明レポート項目

選択したフィルタパラメータに基づく合計訪問数と

日次平均訪問数。[Total Visits]と [Daily Avg Visit]
は、パーセンテージ情報とともに個別に表示されま

す。

（注）

•滞在時間が5分未満の訪問は除外されます。こ
の設定は、訪問者数と訪問数の水増しにつなが

る短時間の一時的な訪問者を除外するのに役立

ちます。

•滞在時間が 1440分を超える訪問は除外されま
す。この設定は、常にオンになっているデバイ

スを除外して、平均滞在時間の水増しを防ぐの

に役立ちます。

アクセス

指定された期間中にフィルタ処理されたロケーショ

ンで発生した、選択 SSIDへの訪問の滞在時間内訳
を表示します。

滞在時間の分布

訪問者のロケーション間での移動パターンと、同じ

[Network]内のさまざまなフロアまたはゾーンへの
訪問の割合を表示します。カスタムレポートで、

[Path widget]の任意のフロアまたはゾーンにカーソ
ルを合わせると、正確な訪問数が表示されます。

[Network]の下の利用可能なロケーションのみを使用
してフィルタ処理することで、パス分析を表示でき

ます。[Path]ウィジェットは、ACTライセンスアカ
ウントのみで使用できます。

Pathウィジェット

（注）

また、[Visitors Trend]、[Visits Trends]、および [Dwell Time Ditribution]情報は、グラフ形式で表示するこ
ともできます。

レポートの比較
さまざまなフィルタパラメータに基づいてロケーション分析レポートを比較し、傾向や訪問者

パターンを分析できます。レポートを比較するには、[Location Analytics > Reports]を選択し
ます。レポートメニューには、次の 3つのオプションがあります。[Compare Locations]、
[Compare Dates]、[Compare SSIDs]。
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• [Compare Location]：このタブを使用して、2つのロケーションレポートを比較し、訪問
者の傾向を表示できます。デフォルトでは、訪問者が多い2つのロケーションがレポート
の対象になります。訪問者データをグラフとして表示するには、少なくとも2つのネット
ワークロケーションでデータを使用できる必要があります。[Compare Location]ウィンド
ウで、上部に表示される [Locations]ドロップダウンリストから、比較してレポートを表
示するロケーションを選択します。

• [Compare Dates]：このタブを使用して、2つの特定の日付または日付範囲を選択し、レ
ポートを表示します。デフォルトでは、1番目のレポートでは今週が日付範囲として選択
され、2番目のレポートでは前週が選択されます。[Compare Dates]ウィンドウで、上部
に表示される [Date]ドロップダウンリストから、必要な日付範囲オプションを選択して、
レポートを比較して表示します。

• [Compare SSIDx]：このタブを使用して、2つの異なる SSIDを比較し、訪問者の傾向を表
示できます。デフォルトでは、訪問者が多い 2つの SSIDがレポートの対象になります。
[Compare SSIDs]ウィンドウで、上部に表示される [SSIDs]ドロップダウンリストから、
必要な SSIDを選択して比較してレポートを表示します。

選択した比較オプションに応じて、ロケーション分析レポートが [Location Analytics]ウィンド
ウの左側と右側に表示されます。左側のロケーション分析レポート（白色のバックグラウン

ド）と、右側に表示されるレポート（黄色のバックグラウンド）を比較できます。

ウィンドウの上部にあるフィルタパラメータを使用して、ロケーション分析レポートを表示す

ることもできます。

（注）
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図 11 :レポートの比較オプション

カスタムレポートの作成
デフォルトのレポートタイプに適用できるフィルタに基づいてカスタムロケーション分析レ

ポートを作成するには、[Custom Reports]オプションを使用します。

使用可能なデフォルトのレポートタイプに基づいて、カスタムレポートを作成できます。

[Custom Reports]機能を使用すると、デフォルトのロケーションレポートを表示できるだけで
なく、カスタム調整レポートも作成できます。[Custom Reports]ウィンドウには、使用可能な
すべてのレポート、デフォルトの概要レポート、比較オプション付きのレポート、および各カ

テゴリのレポート数が表示されます。

次の 3つのカテゴリがあります。

•すべてのレポート

•概要

•レポートの比較（すべてのカテゴリを含むレポート）

ロケーション分析アプリケーションの [CustomReports]機能を使用して、デフォルトのフィル
タパラメータでレポートを作成し、これをデフォルトのロケーション分析レポートとして保存

して参照してください。デフォルトのロケーション分析レポートを作成する際、すべてのロ
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ケーション、過去 365日間の範囲、および使用可能なすべての SSIDなどのデフォルトのフィ
ルタパラメータが考慮されます。グローバルレベルのフィルタパラメータは、このデフォルト

のロケーション分析レポートをフィルタ処理するために使用できません。

デフォルトのロケーション分析レポートに加えて、使用可能なレポートタイプと複数のウィ

ジェットフィルタを含めることでカスタムレポートを作成できます。

各カスタムレポートには、複数のウィジェットを含めることができます。レポートタイプ、ロ

ケーション、期間、SSID、訪問範囲、および表示オプションをさまざまに組み合わせたウィ
ジェットを作成できます。カスタムレポートには同じレポートタイプのウィジェットを複数追

加できます。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボードで、[Location Analytics > Custom Reports]を選択します。

ステップ 2 [Create New Report]をクリックします。

[Create New Report]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Report Name]フィールドに、新しいレポートの名前を入力します。

ステップ 4 レポートの種類を選択します。

次のオプションを使用できます。
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•概要

• [Compare Locations]

• [Compare Dates]

• [Compare SSIDs]（ACTライセンスユーザーのみが利用可能）

• [Path Report]：このレポートタイプはACTライセンスで使用できます。[Path Report]レポートタイ
プで使用できるレポートフィルタは、[Location]および [Date]です。

（注）

[Path Report]で、フォーカスエリアに表示される訪問数は、さまざまな場所から来た訪問者による
合計訪問数を表します。この数は、ホームページウィジェットに表示された訪問数とは独立してい

るため、比較できません。

（注）

カスタムレポートに対して選択できるレポートタイプは 1つだけです。

レポートタイプを追加または選択せずに、カスタムレポートを作成することもできます。レポートタイ

プを指定せずにカスタムレポートを作成する場合、レポートの作成時にすべてのデフォルトのレポート

フィルタ値が考慮されます。

デフォルトの値は次のとおりです。

• [Location]：ルートロケーション

• [Date Range]：365日

• [SSID]：すべての SSID

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 （オプション）レポートフィルタを選択せずに、[Skip & Create]をクリックして、カスタムレポートを
作成します。

ステップ 7 必要なレポートフィルタを選択するには、スライドボタンをクリックします。

次のオプションを使用できます。

• Location

•日付

• SSID

必要なレポートフィルタを検索して選択するには、[Search]オプションを使用します。

（注）

ACT（高度）サブスクリプションのお客様は、ウィジェットですべてのフィルタ（ロケーション、SSID、
時間範囲、および訪問範囲）を適用できます。SEE（基本）および EXTENDサブスクリプションのお客
様が適用できるのはSSIDおよび訪問範囲フィルタに制限されていて、グループ、フロアおよびゾーンの
ロケーションをフィルタ処理することはできません。
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ステップ 8 [Date]レポートフィルタをクリックし、[Choose Date Range value]ドロップダウンから、日付範囲フィル
タを選択してレポートを表示します。

ステップ 9 [SSID]レポートフィルタをクリックし、右側のパネルから、レポートをフィルタ処理する SSIDを選択
します。

次の SSIDオプションを選択できます。

• [All SSIDs]：フィルタリングされたロケーションで SSIDを使用してキャプチャされた、指定された
期間の訪問データを表示します。

• [CCustom SSID configured in Cisco Spaces]：特定の SSIDを使用してキャプチャされた、フィルタリ
ングされたロケーションの指定された期間の訪問データを表示します。

（注）

フィルタを適用できるのは、ACTライセンスユーザーのみです。SEEライセンスのユーザーは、SSID
フィルタを使用できません。ただし、日付範囲フィルタを使用して、グループ、フロア、ゾーン以外の

ロケーションをフィルタリングできます。

ステップ 10 [作成（Create）]をクリックします。

作成されたカスタムレポートは、[Custom Reports]ウィンドウにリストされます。レポートの名前、タ
イプ、ウィジェットの数、作成日、および最終更新日を確認できます。[Custom Reports]ウィンドウの
上部には、グローバルレベルで使用可能なレポートフィルタも表示されます。

（注）

•レポートを削除するには、該当する行の 3つのドットアイコン（ ）をクリックし、[Delete]をク
リックします。

• [Name]チェックボックスをオンにしてすべてのレポートを選択し、[Custom Reports]ウィンドウの
右上にある [Delete]をクリックしてレポートを削除します。
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ウィジェットを追加
レポートの編集中に、カスタムレポートにさらにウィジェットを追加できます。

手順

ステップ 1 [Location Analytics]ウィンドウで、左側のパネルから [Custom Reports]をクリックします。

ステップ 2 編集するレポートを選択します。

選択したロケーション分析レポートが表示されます。

ステップ 3 ウィンドウの右上にある、3つのドットのアイコンをクリックします。

ステップ 4 [Edit Report]をクリックします。

レポートが編集モードで表示されます。

ステップ 5 [Add Widgets]をクリックします。

[Add Widget]ポップアップウィンドウが表示されます。

図 12 :ウィジェットを追加

ステップ 6 次の情報を入力します。

a) [Name Your Widget]：追加する新しいウィジェットの名前を入力します。
b) [Choose the widget you want to add]：追加するウィジェットをクリックします。使用可能なウィジェッ
トは、[Visitors]、[Visits]、および [Dwell]です。
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c) [Widget Information]：[Widget Information]ドロップダウンリストから、ウィジェットに含める必要
がある情報を選択します。オプションは、ウィジェットの選択によって異なります。次のオプショ

ンを使用できます。

• [Visitors]ウィジェットの場合：[Number of Visitors]と [New vs Repeat]

• [Visits]ウィジェットの場合：[Number of Visits]と [New vs Repeat]

• [Dwell]ウィジェットの場合：[Distribution]

d) [Visit Range]：[Visit Range]ドロップダウンリストから、レポートの日付範囲を選択します。

次のオプションを使用できます。

• [All Day]：終日（午前 0時から午後 11時 59分）に発生した訪問がレポートに含まれます。

• [Mid Night]：深夜（午前 0時から午前 2時 59分）の訪問のみがレポートに含まれます。

• [Early Morning]：早朝（午前 3時から午前 4時 59分）の訪問のみがレポートに含まれます。

• [Morning]：朝（午前 5時から午前 8時 59分）の訪問のみがレポートに含まれます。

• [Business Hours]：営業時間内（午前 9時から午後 4時 59分まで）の訪問のみがレポートに含ま
れます。

• [Evening]：夕方（午後 5時から午後 8時 59分）の訪問のみがレポートに含まれます。

• [Late Evening]：夜遅く（午後 9時から午後 11時 59分）の訪問のみがレポートに含まれます。

• [AM]：午前（午前 0時から午前 11時 59分）の訪問のみがレポートに含まれます。

• [PM]：午後（午後 0時から午後 11時 59分）の訪問のみがレポートに含まれます。

ステップ 7 [Next]をクリックします。

[Add Widget]ポップアップには、[Location]、[Date Range]、および [SSIDs]のタブが含まれます。これ
らのタブをクリックして、必要なオプションを選択して追加できます。

ステップ 8 [Locations]タブをクリックします。

a) （オプション）[Search Location]フィールドに、名前を入力し、ロケーションを検索します。ロケー
ション検索を実行するには、3文字以上を入力する必要があります。

b) ルートロケーションを選択するか、クリックして展開して必要なゾーンまたはフロアを選択します。
c) [View By]ドロップダウンリストから、選択したロケーションについてレポートを表示する期間を選
択します。

• [Day]：指定された期間の各日の訪問データが表示されます。

• [Hour of Day]：時間ごとの訪問データが表示されます。特定の時間の訪問数は、指定された期
間中にその特定の時間で発生した訪問の合計になります。たとえば、2022年 11月の [Hour of
Day]レポートで、午後 2時に表示される訪問数は、2022年 11月全体の午後 2時から午後 2時
59分までに発生した訪問数の合計になります。

• [Week]：指定された期間の各週の訪問データが表示されます。
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• [Day of Week]：指定された期間の各週の訪問データと、その特定の週の各日の訪問数が表示さ
れます。

ステップ 9 [Date Range]タブをクリックします。

a) [Date Range]ドロップダウンリストから、レポートを表示する期間を選択します。

日付範囲として [Custom]を選択した場合は、[Start Date]および [End Date]フィールドに開始日と
終了日を入力します。

b) [View By]ドロップダウンリストから、レポートを表示する期間を選択します。

デフォルトでは、[Locations]タブで選択した [View By]オプションが表示されます。必要に応じて期
間を更新でき、変更は [Locations]および [SSIDs]タブに反映されます。

ステップ 10 [SSIDs]タブをクリックします。

a) [SSIDs]ドロップダウンリストで、SSIDを選択します。
b) [View By]ドロップダウンリストから、レポートを表示する期間を選択します。

デフォルトでは、前のタブで選択した [View By]オプションが表示されます。必要に応じて期間を更
新でき、変更は他のタブに反映されます。

ステップ 11 [Add]をクリックします。

[Place Widget Here]というプロンプトが表示され、青で強調表示されているエリアをクリックして
新しいウィジェットを挿入できます。
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第 9 章

Cisco Spaces：Detect and Locateアプリケー
ション

この章では、Cisco Spaces：Detect and Locateアプリケーションについて説明します。

• Cisco Spaces：Detect and Locateアプリケーションの概要（83ページ）

Cisco Spaces：Detect and Locateアプリケーションの概要
Cisco Spaces：Detect and Locateでは、展開におけるWi-Fiデバイスの現在および過去の位置
を表示できます。

検出と位置特定を使用して、ネットワーク内のビルと、ビル内に展開されたWi-Fiアクセスポ
イント（AP）の固定物理レイアウトを表示できます。GPSマーカー、位置計算用の除外ゾー
ンまたは包含ゾーンなど、他の固定コンポーネントを確認できます。Cisco Spaces：Detect and
Locateでは、ネットワーク内のWi-Fiデバイスの動的な性質も確認できます。
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図 13 :検出と位置特定アプリケーション

検出と位置特定アプリケーションの詳細については、『Cisco Spaces Detect and Locate
Configuration Guide』を参照してください。
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第 10 章

Cisco Spaces：スペースの使用状況アプリ
ケーション

•スペースの使用状況アプリケーションを使用する（85ページ）

スペースの使用状況アプリケーションを使用する
Cisco Spacesスペースの使用状況（Space Utilization）アプリケーションは、これまでの物理ス
ペースの使用状況に関する洞察を提供し、スペースの使用を最適化するのに役立ちます。これ

らの洞察は、空間のネットワークおよびコラボレーションインフラストラクチャ内に組み込ま

れたセンサーを介して収集されたデータから得られます。

このアプリケーションを使用すると、キャンパス、建物、またはフロア内の任意の物理的なス

ペースの占有率と利用率を表示できます。この情報には、人数、ピーク使用率、部屋の使用

率、物理的なスペースでの滞在時間などのデータが含まれます。

ワークスペースや教育分野のCiscoSpacesアカウントでは、[FloorOccupancy]と [RoomOccupancy]
の両方のメトリックが表示されます。デフォルトでは、その他すべての分野のアカウントに

は、次のメッセージが表示されます「Occupancy charts are only available to Workspaces / Education
vertical（占有グラフは、ワークスペース/教育業種でのみ使用できます）」。

[Room Occupancy Reports]機能を使用して、室内にいる人数を含むデータ（15分ごとに集約）
を含む占有率レポートを生成できます。この機能により、15分、30分、60分など、任意のレ
ポート時間間隔に基づいて人数カウントデータを柔軟にダウンロードして分類できます。

スペースの使用状況アプリケーションの用語一覧の拡張により、スペースの使用状況アプリ

ケーション内のすべてのビューで利用可能なさまざまなメトリックとグラフに対する統合され

た包括的な定義のセットが提供されます。これらの定義により、ユーザーの理解が向上し、

データの表示方法と計算方法が明確になります。
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図 14 :スペースの使用状況アプリケーション
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第 11 章

Cisco Spaces：Smart Workspacesアプリケー
ション

Cisco Spaces：Cisco Smart Workspacesアプリケーションは、ワークスペースをハイブリッド
ワーク対応にするために使用される、ワイヤレス展開用の Space Managerや Space Experience
などのアプリケーションを提供します。これらのアプリケーションは、占有率、ノイズおよび

電波品質、会議室のキャパシティと可用性などのメトリックを通じて、訪問者のシームレスな

デジタル体験を強化し、提供します。

Space Managerアプリケーションを使用すると、建物、フロア、会議室のさまざまな環境での
リアルタイムの占有状況や、湿度、電波品質、ノイズレベルなどの環境更新を確認できます。

また、Space Experienceアプリケーションでは Cisco Spacesを介してサイネージを管理できま
す。

これらのアプリケーションには、次のタイプのライセンスが関連付けられています。

• ACT（UIでは Advantageと表示）

• UNLIMITED

• PREMIER_W

• PREMIER_CW

（注）

• Cisco Spaces：Smart Workspacesでの操作（87ページ）

Cisco Spaces：Smart Workspacesでの操作
Cisco Smart Workspacesソリューションをサポートするために、次の 2つの新しいアプリケー
ションが利用可能です。

•スペースマネージャ：このアプリケーションを使用して、さまざまなデバイス、センサー
およびワークスペースを設定し、特定の建物、フロア、または会議室のデジタルマップに
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レンダリングされた、リアルタイムの稼働率データおよび環境テレメトリ（ヒートマッ

プ、室内の電波品質、気温、湿度およびノイズレベル）へのアクセスを提供します。

• [Devices]セクションでは、設定されたデバイスとそのテレメトリの詳細をデジタル
マップに表示できます。

• [Manage Rooms]セクションには、設定された会議室が表示され、選択した会議室で
デバイスとセンサーを表示、追加、または削除できます。

•スペースエクスペリエンス：このアプリケーションを使用して、次の操作を実行します。

• Cisco Smart Workspacesのサイネージの作成と管理

•非Webexデバイスの新しいサイネージをオンボーディングします。

•テレメトリパラメータを設定し、サイネージを公開します。

•設定の更新は、対応するサイネージデバイスに自動通知されます。
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第 VI 部

ロケーション階層
•ロケーション階層（91ページ）





第 12 章

ロケーション階層

この章では、ロケーション階層の設定方法について説明します。

•ロケーション階層（91ページ）
•ロケーション情報の表示（93ページ）
•ロケーション情報の更新（97ページ）
•ネットワークデバイスの表示（99ページ）
•メタデータの設定（100ページ）
•ロケーションの表示（101ページ）
•ユーザーの表示（102ページ）

ロケーション階層
[Location Hierarchy]機能により、Cisco AireOSワイヤレスコントローラ、Cisco Catalyst 9800
シリーズワイヤレスコントローラ、CiscoMerakiなどのワイヤレスネットワークで定義したも
のと同じ構造のロケーションを簡単にインポートできます。

Cisco Prime Infrastructureまたは Catalyst Centerからインポートされたマップで定義されている
階層構造が自動的にロケーション階層に反映されます。

[Location Hierarchy]ウィンドウでは、デフォルトの顧客名（ルートロケーション）が自動的
に選択され、[Map]タブにはマップにロケーションが表示されます。
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[Location Hierarchy]ウィンドウの左側のペインには、インポートされたルートロケーション
とデフォルトの顧客名（ルート名）が表示されます。プラス記号をクリックすると、階層を展

開して表示できます。ルートロケーションにある建物と関連するフロアを表示できます。

左側のペインからルートロケーションを選択すると、キャンパス、建物、グループ、フロア、

ゾーンの数に関連する追加情報も表示できます。

選択したロケーション、建物、またはフロアに関する追加情報が以下のタブに表示されます。

• [Map]：マップ上で選択したロケーションを表示します。

• [Location Info]：ロケーションデータ情報を表示します。

• [Network Devices]：接続されているネットワークデバイスと実行中のデバイスをすべて表
示し、これらのデバイス数を表示します。

• [Metadata]：設定されたメタデータ情報を表示します。

• [Locations]：ロケーションノードを表示します。

• [Users]：ユーザーを表示します。

• [License Usage]：ライセンスタイプ、アクセスポイント、Webexデバイス、Merakiカメ
ラ、ロケーション、および建物単位の情報を表示します。

[Location Hierarchy]ウィンドウでは、次の追加タスクを実行できます。

• [Search]：[Search]フィールドにロケーション名を入力し、[Enter]キーを押します。検索
語は 4文字以上にする必要があります。[Recent Searches]エリアには、検索結果が表示さ
れます。
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• [Rename]：ロケーションの横にある 3つのドットをクリックし、[Rename Location]をク
リックしてロケーション名を編集します。

• [Delete]：ロケーションの横にある 3つのドットをクリックし、[Delete Location]をクリッ
クして、[Location Hierarchy]からそのロケーションを削除します。

[Location Hierarchy]は、特定のフロアでリッチマップが利用可能な場合、それらが表示され
ます。リッチマップをアップロードするオプションは、現在、Cisco Spacesサポートチームに
よって管理されています。[3D]トグルボタンをクリックすると、2Dフロアマップと 3Dフロ
アマップを切り替えることができます。

[Location Hierarchy]には、Cisco Spacesユーザーがアクセスできるロケーションのみが表示さ
れます。これらのロケーションへのアクセス可能性は、ロールを作成または編集するか、[Admin
Management]で Cisco Spacesユーザーを招待または編集するときに定義されます。

ロケーション情報の表示

[Map]タブ（Cisco Spaces [dashboard > Menu icon ( ) > Location Hierarchy > Root Location]）
を使用して、マップ上に選択したロケーション、キャンパス、建物、およびフロアの情報を表

示します。

ルートロケーションを選択すると、デフォルトの世界地図が表示されます。

ただし、場合によっては、自動的にマップ上の正確な位置にズームインされ、プロッターアイ

コンとともに表示されます。プロッターアイコンをクリックすると、ロケーションアドレス、

総面積、最大キャパシティ、タイムゾーンの詳細などの追加情報を表示できます。正確な位置

は、緯度と経度の情報に基づいてプロットされます。

図 15 :マップタブ

Cisco Spaces連邦サポート設定ガイド
93

ロケーション階層

ロケーション情報の表示



建物を選択すると、デフォルトの世界地図が表示されます。

フロアを選択すると、正確なフロアマップイメージが表示されます。ポリゴンツール（ ）

を使用してゾーンを作成します。詳細については、ゾーンの作成（94ページ）を参照してく
ださい。

選択した場所に応じて、次の情報が表示されます。

•マニュアルの構成

•キャンパス

•建物

•フロア

•ゾーン

•アラート（Alerts）

ゾーンの作成

[Map]タブを使用して、[Location Hierarchy]に Cisco CMXゾーンを作成します。

現在、CiscoMerakiのゾーンベースレポートは、[Right Now]アプリケーションおよび [Firehose]
デバイスのロケーション更新イベントでのみサポートされています。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Location Hierarchy]を選択しま
す。

[Location Hierarchy]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 左側のペインで、必要なフロアの場所に移動します。

フロアマップが表示されます。

ステップ 4 マップ上のポリゴンツール（ ）をクリックします。

カーソルがプラスのアイコンに変わります。

ステップ 5 必要なマップエリアをクリックし、カーソルを移動して、選択した多角形のゾーンを描画します。

ステップ 6 ダブルクリックして、ゾーンの作成を完了します。
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右側のペインにポップアップウィンドウが表示されます。

ステップ 7 [Zone Name]フィールドに、ゾーンの名前を入力します。

ステップ 8 ゾーンを区別するオーバーレイカラーを選択します。

ステップ 9 [Save]をクリックします。

•新しいゾーンが作成され、[Location Hierarchy]ウィンドウが更新され、ルートロケーションが表示
されます。

•左側のペインで、新しいゾーンを作成したフロアに移動すると、Cisco CMXゾーンがフロア階層の
下に新しい項目として表示されます。

ステップ 10 （オプション）ゾーンの詳細を更新するには、マップ上のポリゴンアイコンをクリックします。

フロアロケーションのゾーンの作成

ロケーション階層では、Cisco Merakiネットワークの下にフロアロケーションのポリゴンゾー
ンを作成できます。フロアマップにポリゴンゾーンを作成するには、[Map]タブのフロアマッ

プビューで使用できるポリゴンツール（ ）を使用します。作成された新しいポリゴンゾーン

は、[Location Hierarchy]の下に表示されます。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Location Hierarchy]を選択しま
す。

[Location Hierarchy]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 左側のペインで、必要なフロアの場所に移動します。

フロアマップが表示されます。
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図 16 :マップタブ

ステップ 4 マップ上のポリゴンツール（ ）をクリックします。

カーソルがプラスのアイコンに変わります。

ステップ 5 必要なマップエリアをクリックし、カーソルを移動して、選択した多角形のゾーンを描画します。

ステップ 6 ダブルクリックして、ゾーンの作成を完了します。

右側のペインにポップアップウィンドウが表示されます。

ステップ 7 [Zone Name]フィールドに、ゾーンの名前を入力します。

ステップ 8 ゾーンを区別するオーバーレイカラーを選択します。

ステップ 9 [Save]をクリックします。

•新しいゾーンが作成され、[Location Hierarchy]ウィンドウが更新され、ルートロケーションが表示
されます。

•左側のペインで、新しいゾーンを作成したフロアに移動すると、そのゾーンがフロア階層の下に新
しい項目として表示されます。

ステップ 10 （オプション）ゾーンの詳細を更新するには、マップ上のポリゴンツール（ ）をクリックします。
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ロケーション情報の更新
ロケーション情報を表示および編集するには、[Location Info]タブ（Cisco Spaces [dashboard >
Menu icon ( ) > Location Hierarchy > Root Location]）を使用します。

選択したロケーションについて、[Node Type]と [Network Reference]の詳細が表示されます。

図 17 :ロケーション情報タブ

[Edit]をクリックしてロケーション情報を更新します。詳細については、ロケーション情報の
編集（97ページ）を参照してください。

親ロケーションから継承したロケーションデータフィールドはオレンジ色で強調表示されま

す。不整合を避けるために、ロケーションデータはロケーションごとに個別に更新することを

強く推奨しています。

（注）

ロケーション情報の編集

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。
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ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Location Hierarchy]を選択しま
す。

[Location Hierarchy]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 左側のペインで、必要な場所に移動します。

ステップ 4 [Location Info]タブをクリックします。

ステップ 5 [Location Data]の横にある [Edit]をクリックします。

スライドインウィンドウが表示されます。

ステップ 6 必要に応じて、以下のロケーション情報を更新します。

a) [Location Name]：ロケーションの名前を編集します。
b) [Brand]：ブランド名を編集します。
c) [Total Area]：合計エリアの詳細を編集します。
d) [Unit]：入力される合計エリアの単位を選択します。オプションは [Square Feet]および [Square Meter]
です。

e) [Occupancy Limit (Max Capacity)]：占有制限/最大キャパシティの詳細を編集します。
f) [Address]：アドレスの詳細を入力し、表示されるオプションから選択します。選択したアドレスは、
右側に表示されるマップにプロットされます。

g) [Latitude]：選択したアドレスの緯度を表示します。この値は編集できません。
h) [Longitude]：選択したアドレスの経度を表示します。この値は編集できません。
i) [Time Zone]：[Search Timezone]フィールドに検索語を入力し、使用可能なオプションから検索または
選択します。

ステップ 7 [Save]をクリックします。

アクセスポイントプレフィックスの編集

複数のプレフィックスを持つ APをネットワークに追加できます。たとえば、プレフィックス
が AB、BC、および CAの APがあり、ABおよび BCの APを 1つのワイヤレスネットワーク
にグループ化する場合、それが可能です。

[Access Points Prefix Used]オプションは、ネットワークロケーションでのみ、[Location Info]タ
ブで使用できます。ただし、[Access Points Prefix Used]オプションを [Unconfigured]のネット
ワークに使用することはできません。

複数のプレフィックスを持つAPを、シスコワイヤレスコントローラまたはCiscoCatalyst 9800
シリーズワイヤレスコントローラのネットワークに追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。
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ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Location Hierarchy]を選択しま
す。

[Location Hierarchy]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 左側のペインで、必要なネットワークに移動します。

ステップ 4 [Location Info]タブをクリックします。

ステップ 5 [Access Point Prefix Used]の横にある [Add/Edit]をクリックします。

ステップ 6 [Add/Edit Prefix]ウィンドウの [Prefix]フィールドに、プレフィックスを入力します。

入力されたプレフィックスを持つアクセスポイントが一覧表示されます。

ステップ 7 [プレフィックスの追加（Add Prefix）]をクリックします。

新しく追加されたプレフィックスが、ウィンドウの右側のペインの [Added Prefixes]の下にリストされま
す。[Add Prefix]は、入力されたプレフィックスを持つ APが利用できる場合にのみ有効です。

ステップ 8 [Save]をクリックします。

プレフィックスを追加した後、未設定のネットワークの下にある、このプレフィックスを持つ APがこの
ネットワークに移動します。

プレフィックスを削除するには、[Added Prefixes]の下にあるプレフィックスにカーソルを合わせ、[Delete]
アイコンをクリックします。

ネットワークデバイスの表示

[Network Devices]タブ（Cisco Spaces [dashboard > Menu icon ( ) > Location Hierarchy > Root
Location]）を使用して、選択したノードの下にある全ネットワークデバイスを表示します。
ルートロケーションには、ロケーション階層内で使用可能なすべての接続済みデバイスが表示

されます。

選択した場所に応じて、次の情報が表示されます。

• [Access Points]：APの名前、MACアドレス、およびロケーション階層パスを表示します。
特定の APを検索するには、[Search Table]フィールドを使用します。階層パスをコピー
するには、[Location]フィールドの横にあるコピーアイコンをクリックします。[Setup]
ウィンドウに移動して、APを設定します。

• [Cameras]：カメラ名、シリアル番号、MACアドレス、トリップワイヤのステータス（設
定/非設定）など、接続されたカメラの詳細を表示します。特定のカメラを検索するには、
[Search Table]フィールドを使用します。[Connect your Meraki Camera]：ウィンドウに移
動して、追加のデバイスを接続します。

• [Security Appliances]：それぞれの場所でのセキュリティアプライアンスデバイスの詳細な
リストを表示します。
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• [Webex Devices]：接続されている Cisco Webexデバイスを表示します。

• [Linked Devices]：このロケーションに設定されているリンクされたデバイスを表示しま
す。IoTデバイス、非Webexサイネージ、およびスマート PUDをリンクできます。

メタデータの設定

メタデータ情報を表示するには、 [Metadata]タブ（Cisco Spaces dashboard > Menu icon ( ) >
Location Hierarchy > Root Location）を使用します。メタデータがまだ設定されていない場合
は、[Add Metadata]をクリックしてメタデータを追加します。詳細については、メタデータの
追加（100ページ）を参照してください。

図 18 : [Metadata]タブ

選択した場所に応じて、次の情報が表示されます。

• [Metadata Key]：メタデータキーを表示します。

• [Value]：メタデータキーの値を表示します。値には英数字と特殊文字も使用できます（例：
xyz123@）。

メタデータの追加

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Location Hierarchy]を選択しま
す。
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[Location Hierarchy]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 左側のペインで、必要な場所に移動します。

ステップ 4 [Metadata]タブをクリックします。

ステップ 5 [Add Metadata]をクリックします。

ステップ 6 [Key]フィールドに、メタデータキーを入力するか選択します。

ステップ 7 [Value]フィールドにキーの値を入力します。

ステップ 8 （オプション） [Add Metadata]をクリックして、複数のメタデータキーと対応する値を追加します。

キーを削除するには、メタデータキーの横にある [Delete]アイコンをクリックします。

ステップ 9 [Save]をクリックします。

新しいメタデータキーと値が [Metadata]タブに表示されます。[Edit]アイコンをクリックして、キー情報
を更新します。

ロケーションの表示

[Locations]タブを使用して、（Cisco Spaces [Dashboard >Menu icon ( ) >Location Hierarchy >
Root Location]）を使用して、[Location Type]や [Level]などのロケーション情報を表示しま
す。

[Location Type]と [Level]ドロップダウンオプションを使用して、ロケーション設定を選択し
ます。ロケーションタイプは次のとおりです。

• Network

•キャンパス

• Group

•マニュアルの構成

選択したロケーションについて、次の詳細を表示します。

•ロケーション

• AP

• Camera

•最大キャパシティ

•総面積（平方フィート）

• Time Zone

ロケーションの横にある必須のチェックボックスをオンにして、[Create Group]をクリックし
てロケーションを追加し、独自のグループを作成します。
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ユーザーの表示

[Users]タブ（Cisco Spaces [Dashboard >Menu icon ( ) >Location Hierarchy >Root Location]）
を使用して、ユーザーとそのロール権限を表示します。

次の詳細の表示

•ユーザー

• Role

•権限：読み取りと書き込み

•権限：読み取り専用

•ロケーション

[Search]オプションを使用してユーザーを検索します。ユーザーをクリックすると、[Admin
Management > Edit User]ウィンドウで権限設定を編集できます。
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第 VII 部

統合
• Cisco Catalyst Center（旧 Cisco DNA Center）統合（105ページ）
•カレンダーの統合（109ページ）





第 13 章

Cisco Catalyst Center（旧Cisco DNA Center）
統合

この章では、Cisco Spacesと Catalyst Centerの統合について説明します。

•概要（105ページ）
• Cisco Spacesと Catalyst Centerの統合（106ページ）

概要
Cisco Spacesを使用するとCiscoCatalyst Center（旧CiscoDNACenter）と統合でき、Cisco Spaces
を使用して Catalyst Centerサイトをモニターできます。

現在、CatalystCenterとCiscoSpacesの統合は、自動マップエクスポートとロケーション階層の
同期のみに制限されています。この統合では、キャプティブポータルベースの認証機能はサ

ポートされません。

（注）

詳細については、『Catalyst Centerユーザーガイド』の「Cisco Spaces統合について」を参照し
てください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/dna-center/products-user-guide-list.html

前提条件

• Catalyst Center、リリース2.1.2.3以上。

• Catalyst Centerは、最初のアクティブ化のために https://spaces-gov.cisco/に接続できる必要
があります。

• Cisco Spaces：コネクタを使用してワイヤレスネットワークを Cisco Spacesに接続する必
要があります。接続するには、Cisco Spacesダッシュボードにログインして、[Setup >
Wireless Networks]の順に選択します。

• CatalystCenterは、OCSP/CRLを使用したSSL/TLS証明書の失効ステータスを確認します。
TCP 80は、デバイスおよび他のシステムへのアウトバウンド通信に Catalyst Centerによっ
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て使用されるポートです。証明書失効ステータスを正常に確認するには、次の URLが直
接、および Catalyst Center用に設定されたプロキシサーバー経由の両方で到達可能である
必要があります。そうしないと、Catalyst Centerが cisco.comに接続したときに証明書失効
チェックがスキップされます。

http://validation.identrust.com

http://commercial.ocsp.identrust.com

詳細については、『Cisco Catalyst Centerセキュリティのベストプラクティスガイド』の
「通信ポート」を参照してください。

Cisco Spacesと Catalyst Centerの統合
Cisco Spacesと Catalyst Centerを統合するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

ステップ 2 ウィンドウで [Menu]アイコン ( )をクリックし、[Integrations]を選択します。

ステップ 3 Catalyst Center [Integrations]ウィンドウで、[New Instance]をクリックします。

ステップ 4 [Create new token]ポップアップウィンドウで、Catalyst Centerインスタンス名を入力し、[Create Token]
をクリックします。

新しいトークンが正常に作成されたことを示す成功メッセージが表示され、そのトークンがCatalystCenter
[Integration]ウィンドウに表示されます。

（注）

新しいトークンの有効期限は 5分です。トークンの有効期限が切れた場合は、再生成できます。

ステップ 5 [Copy Token]をクリックして、このテナントトークンを Catalyst Centerで使用します。

ステップ 6 Catalyst Centerにログインします。

ステップ 7 [Menu]アイコン（ ）をクリックし、[System > Settings]を選択します。

ステップ 8 [CMX Servers/Cisco Spaces]をクリックします。

ステップ 9 [CMX Servers/Cisco Spaces]ウィンドウの Cisco Spacesセクションで、[Activate]をクリックします。

ステップ 10 [Integrate Cisco Spaces]ポップアップウィンドウで、テナントトークンを貼り付け、[Connect]をクリッ
クします。

Cisco Spacesで統合が完了すると、次の成功メッセージが表示されます。「This cluster is integrated with
Cisco Spaces successfully」。ステータスは [Activated]と表示されます。
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Cisco Spacesトークンをアクティブにした後、Cisco Spacesを Catalyst Centerサイトに割り当て、それら
のサイトのモニターを開始できます。詳細については、「Catalyst Centerユーザーガイド」を参照してく
ださい。
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第 14 章

カレンダーの統合

この章では、サードパーティの統合について説明します。

Googleカレンダーの統合

Googleカレンダーとの統合により、GoogleアカウントでCisco Spacesに接続できます。これに
より、会議室の予約情報が同期されます。Cisco Spacesデジタルサイネージは、Googleカレン
ダーの予約情報を使用して、コンテキストに乏しい従来の会議室のリストではなく、マップ

ベースの直感的なアプローチで利用可能な会議室を表示できます。

Office 365予定表統合

Office 365カレンダーを統合することで、Microsoftアカウントを Cisco Spacesに紐づけて、会
議室のブッキング情報を同期できます。Cisco Spacesデジタルサイネージは、Office 365カレン
ダー予約情報を取り込んで、マップベースのインターフェイスを使用して利用可能な部屋に簡

単にアクセスし、可視化できます。この方法では、従来型の部屋リストよりも状況がわかりや

すく、使いやすいエクスペリエンスが提供されます。

•カレンダー GUIの統合（109ページ）
• Googleカレンダーの統合（109ページ）
• Office 365カレンダーの統合（111ページ）

カレンダー GUIの統合
Microsoft 365カレンダーの統合機能が Cisco Spacesで導入されました。この機能を活用して、
Microsoft 365カレンダーアカウントを Cisco Spacesアプリケーションに接続し、Cisco Spaces
ダッシュボード [Menu > Integrations]で統合された予定表の詳細を表示します。

インポートされた予定表がCiscoSpaces：SpaceManager（スペースマネージャ）アプリケーショ
ンに表示されます。

Googleカレンダーの統合
Googleカレンダーの統合により、GoogleアカウントをCisco Spacesと連携し、会議室の予約情
報を同期できます。Cisco Spacesデジタルサイネージを使用すると、コンテキストのない従来
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のリストではなく、直感的にわかるマップにより利用可能な部屋を簡単に確認できます。この

統合により、使いやすいデジタルサイネージアプリケーションでダイナミックな予定表データ

が表示されるため、会議室が有効活用できます。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

Cisco Spaces [Home]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 左上の隅から、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Integrations > Google Calendar Integrations]を選
択します。

[Google Calendar Integrations]ウィンドウが表示されます。

図 19 : Googleカレンダーの統合

ステップ 3 [Connect]をクリックします。

ステップ 4 [Sign in - Google Accounts]ポップアップウィンドウで、Googleアカウントのログイン情報を入力します。

記載されている [Sign in - Google Accounts]ポップアップウィンドウからカレンダー予約を利用できる有効
な Googleアカウントを選択していることを確認してください。

ステップ 5 アカウントを確認したら、[Proceed]をクリックします。

ステップ 6 [Go to dnaspaces.io > Continue]をクリックして、Googleアカウントを Cisco Spacesと統合します。
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「Calendar integration is successfull（カレンダーの統合に成功しました）」とのメッセージ
が表示されます。

ステップ 7 統合された Googleカレンダーの詳細は、[My Integrations]エリアで、接続されたリソース数とともに表示
されます。緑色のチェックマークは、統合が成功したことを示します。

統合されたカレンダーは、Cisco Spaces：Smart Workspacesアプリケーションで使用できます。

• Googleカレンダーの統合を削除するには、タイルビューで [Remove]をクリックします。

•現在のアカウント統合を切断するには、[Disconnect]をクリックし、指示に従います。

次のタスク

3Dデジタルマップで予定表のリソースを部屋に正常に接続するには、次の手順を実行します。

1. Cisco Smart Workspacesアプリケーションに移動します。

2. [Workspace Management]ウィンドウに進み、左側の列からルーム名を選択して [Details]
パネルにアクセスします。

3. [Details]パネルから、[Calendar]エリアに移動し、Googleカレンダーリソースを検索しま
す。

Office 365カレンダーの統合
Office 365カレンダーを統合すると、Microsoftアカウントを Cisco Spacesとシームレスに接続
でき、その結果、会議室の予約情報が同期されます。CiscoSpacesデジタルサイネージをOffice
365カレンダーの予約情報と組み合わせて使用すると、利用可能な部屋を表示するためのユー
ザーフレンドリで直感的なマップベースのアプローチが提供されます。このアプローチは、状

況がわかりにくい従来の部屋のリストよりも非常に効果的です。使いやすいデジタルサイネー

ジアプリケーションでダイナミックな予定表データを用いて、会議室を有効活用できます。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

Cisco Spaces [Home]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 左上の隅から、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Integrations > Office 365]を選択します。

[Integrations Office 365]ウィンドウが表示されます。
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図 20 : Office 365の統合

ステップ 3 [Connect]をクリックします。

ステップ 4 画面の指示に従って、Office 365アカウントのログイン情報を入力して、Office 365カレンダーを統合しま
す。

ステップ 5 アカウントを検証したら、[Proceed]をクリックします。

ステップ 6 [Go to dnaspaces.io > Continue]をクリックして、office 365アカウントを Cisco Spacesと統合します。

「Calendar integration is successfull（カレンダーの統合に成功しました）」とのメッセージ
が表示されます。

ステップ 7 統合されたOffice 365カレンダーの詳細は、[My Integrations]エリアで、接続されたリソース数とともに表
示されます。緑色のチェックマークは、統合が成功したことを示します。

統合されたカレンダーは、Cisco Spaces：Smart Workspacesアプリケーションで使用できます。

• Office 365カレンダーを削除するには、タイルビューで [Delete]をクリックします。

•現在のアカウント統合を切断するには、[Disconnect]をクリックし、指示に従います。

次のタスク

3Dデジタルマップで予定表のリソースを部屋に正常に接続するには、次の手順を実行します。

Cisco Spaces連邦サポート設定ガイド
112

統合

Office 365カレンダーの統合



1. Cisco Smart Workspacesアプリケーションに移動します。

2. [Workspace Management]ウィンドウに進み、左側の列からルーム名を選択して [Details]
パネルにアクセスします。

3. [Details]パネルから、[Calendar]エリアに移動し、Googleカレンダーリソースを検索しま
す。
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第 VIII 部

設定（Configure）
•通知（117ページ）





第 15 章

通知

•通知設定の概要（117ページ）
•カテゴリの管理（118ページ）
•サブスクライバの管理（119ページ）

通知設定の概要
Cisco Spacesの [Notifications]機能を使用すると、サブスクライバ通知（[Configure >
Notifications]）を設定し、重大なインシデントに関する通知を受信できます。Cisco Spacesプ
ラットフォームでインシデントが発生したときに電子メール通知を受信するには、この機能を

有効にします。

サブスクライバの通知は、Cisco Spacesクラウドまたはロケーションの問題に関する更新を提
供し、タイムリーに対処するのに役立ちます。
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この機能は、管理者アクセス（読み取り専用および読み取り/書き込み）を持つすべてのユー
ザーが使用できます。

（注）

次のタブを使用します。

• [Manage Categories]：読み取り/書き込みアクセスを持つ管理者の場合は、[Configure >
Notifications > Manage Categories]に移動して、アカウントのサブスクライバ通知を設定
します。

• [Subscribers]：サブスクライバを管理するには、[Subscribers]タブ（Configure >
Notifications > Subscribers]）に移動します。

すべての管理者およびサブスクライバは、アカウントに対して有効になっているカテゴリに基

づいて通知を受信します。

カテゴリの管理
[Manage Categories]タブでは、通知を有効にするために使用できるカテゴリを選択できます。
アカウントの通知とインシデントアラートの有効化または無効化に使用できるカテゴリを使用

します。
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次に、[Manage Categories]タブ内のカテゴリを示します。

• [Scheduled Maintenance Notifications]：スケジュール設定済みまたはクリティカルなメン
テナンスアクティビティがある場合に通知を受けるには、[Scheduled Maintenance
Notifications]チェックボックスをオンにします。

• [Platform/Service Outage Alerts]：[Platform/Service Outage Alerts]チェックボックスをオ
ンにして、Cisco Spacesプラットフォームまたはサービス障害、またはそのクラウドパー
トナーのいずれかに障害が発生するたびに通知を受けます。

• [Network Connectivity Failure Notifications]：ワイヤレスネットワークに関連する接続の問
題がある場合に通知を受信するには、[Network Connectivity Failure Notifications]チェッ
クボックスをオンにします。

• [Incoming Data Alerts]：CiscoSpacesで受信または処理されたロケーションデータにドロッ
プまたは遅延がある場合に通知を受けるには、[IncomingDataAlerts]チェックボックスを
オンにします。

図 21 :通知カテゴリ

通知を有効にすると、サブスクライバは、Cisco Spacesプラットフォームでインシデントがト
リガーされるたびにメールボックスで通知を受信します。アラートは、ロケーションまたは

Cisco Spacesクラウドの問題を適切なタイミングで提供することで、問題を迅速に解決できま
す。

サブスクライバの管理
[Subscribers]タブでは、サブスクライバを追加または編集できます。Cisco Spacesプラット
フォームでインシデントがトリガーされるたびにメールボックスで通知を受信するサブスクラ

イバを追加または削除できます。

Cisco Spaces連邦サポート設定ガイド
119

設定（Configure）

サブスクライバの管理



デフォルトでは、すべての Cisco Spaces管理者がアカウントで有効になっているすべてのカテ
ゴリの通知を受信します。[Add Subscriber]ボタンをクリックすることで、特定の管理者をオ
プトアウトしたり、新しいサブスクライバをリストに追加したりできます。

[Notification subscribers]ウィンドウの [Search]フィールドを使用して、サブスクライバを検索
します。

サブスクライバの詳細

表に、サブスクライバに関する詳細情報が表示されます。

表 9 :サブスクライバの詳細

説明フィールド

サブスクライバの電子メールアドレスサブスクライバ

チェックマークは、この通知カテゴリがサブ

スクライバに対して有効になっていることを

示します。

定期メンテナンス

チェックマークは、この通知カテゴリがサブ

スクライバに対して有効になっていることを

示します。

プラットフォーム/サービス障害アラート

チェックマークは、この通知カテゴリがサブ

スクライバに対して有効になっていることを

示します。

ネットワーク接続障害

チェックマークは、この通知カテゴリがサブ

スクライバに対して有効になっていることを

示します。

着信データアラート

チェックマークは、この通知カテゴリがサブ

スクライバに対して有効になっていることを

示します。

オンボーディングに失敗しました

[Action]列の下にある3つのドットをクリック
して、次のいずれかを実行します。

•通知カテゴリのオプトインまたはオプト
アウトを管理する

•サブスクライバを削除する。

（注）

読み取りおよび書き込みアクセスを持つ管理

者は、通知カテゴリをオプトインまたはオプ

トアウトし、サブスクライバを削除すること

ができます。

処理
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図 22 :通知サブスクライバ

サブスクライバの追加

アラートリストにサブスクライバを追加する必要があります。Cisco Spacesプラットフォーム
でトリガーされたインシデントがある場合、登録しているユーザーにのみ通知されます。

新しいサブスクライバを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

Cisco Spaces [Home]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 左上の隅から、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Configure > Notifications > Subscribers]を選択しま
す。

ステップ 3 [Add Subscriber]をクリックします。
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図 23 :サブスクライバの追加

[Add new user to the alert list]スライドインウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Email]フィールドに、新規サブスクライバのメールアドレスを入力します。

ステップ 5 必要な [Notification Categories]のチェックボックスをオンにします。

オプトインすると、5つの通知カテゴリの通知とインシデントアラートを受信できます。複数のカテゴリ
を選択できます。

ステップ 6 [Add]をクリックします。

新しいユーザーが通知サブスクライバリストに追加されます。

次のタスク

[Notification subscribers]ウィンドウには、新しいサブスクライバの詳細が表示されます。
[Actions]列を使用して、サブスクリプションを管理します。
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第 IX 部

モニター
•モニタリングとサポート（125ページ）





第 16 章

モニタリングとサポート

この章では、Cisco Spacesに表示されるモニタリングの詳細について説明します。

[Monitor]ウィンドウにアクセスするには、Cisco Spacesダッシュボードで、左上の 3本線のメ
ニューアイコンをクリックし、[Monitor]を選択します。

図 24 :モニタ（Monitor）

•モニター（125ページ）

モニター
Cisco Spacesの正常性の詳細とパフォーマンスメトリックをモニターするには、[Monitor]機能
を使用します。
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図 25 :監視

次の詳細の表示

• [Connectivity]：ワイヤレスネットワークがCisco Spacesに接続されており、ロケーション
の更新が正常に行われているかどうかを示します。コネクタ、コントローラ、およびMeraki
接続の詳細を表示します。

• [Anomaly]：ロケーションの更新とインターネットプロビジョニングの現在のステータス
を表示します（これは、キャプティブポータルを介した顧客獲得を設定した場合にのみ該

当します）。ロケーションの更新とインターネットプロビジョニングがすべてのロケー

ションで問題なく行われている場合、このセクションは「up」とマークされます。いずれ
かのロケーションでこのどれも発生していない場合、ステータスは「down」になります。
ロケーションの更新とインターネットプロビジョニングの両方がロケーションで行われて

いない場合、そのロケーションがリストに表示されます。

• [Connectors]：アクティブなコネクタを表示します。アクティブなコネクタの説明、OVA
バージョン、制御チャンネルステータス、制御チャンネル最終検知（UTC）、およびデー
タチャンネルステータスを表示します。

• [Controllers]：アクティブなコントローラを表示します。アクティブなコントローラの説
明、タイプ、最終検知（UTC）、およびステータスを表示します。

• [LocationUpdates]：アクセスできるロケーションの現在のロケーション更新ステータスを
表示します。すべてのロケーションからロケーションの更新を受信した場合、このセク

ションは「up」とマークされ、ステータスはAll Locations Connectedになります。ロケー
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ションの更新に問題がある場合、このセクションは「donw」とマークされ、ロケーション
の更新に問題があるロケーションの総数が表示されます。
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第 X 部

管理者管理
• Cisco Spacesのユーザーとアカウントの管理（131ページ）





第 17 章

Cisco Spacesのユーザーとアカウントの管
理

この章では、Cisco Spacesユーザーおよびアカウントを招待および管理する方法について説明
します。

• Cisco Spacesユーザーの管理（131ページ）
• Cisco Spacesアカウントの管理（135ページ）
•ロケーションベースの RBAC（136ページ）

Cisco Spacesユーザーの管理
Cisco Spacesでは、ユーザーが実行するロールに基づいて、ユーザーにさまざまな権限が付与
されます。

CiscoSpacesダッシュボードでは、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Admin Management]
を選択して、管理ユーザーを管理し、ロールを作成します。

次のタブを使用できます。

• [Admins]：[Admins]タブを使用してCisco Spacesユーザーを表示し、新しい管理者を招待
します。

[Search]フィールドを使用して、既存のユーザーを検索します。

• [Roles]：[Roles]タブを使用してロールを検索し、新しいロールを作成して管理します。

Cisco Spacesユーザーの招待
Cisco Spacesアカウントが作成されると、提供された電子メール IDを持つアカウントに対して
[Dashboard Admin Role]ユーザーが作成されます。この [Dashboard Admin]は、他のユーザー
を Cisco Spacesに招待できます。

Cisco Spacesは、デフォルトのユーザーロールであるDashboardAdminRoleのみを提供します。
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Cisco Spacesは、さまざまなアプリケーションに対して異なるアクセス権を持つユーザーロー
ルを定義できます。

使用アカウントで特定のサービスが有効になっている場合は、ユーザーロールに次のロールタ

イプ（アプリケーション）を含めることができます。

• Cisco Spaces：このロールタイプは、Cisco Spacesアプリケーションへのアクセス権を提供
します。

• [LocationAnalytics]：このロールタイプは、LocationAnalyticsアプリへのアクセス権を提供
します。

• LiveOccupancy：このロールタイプは、ライブ占有アプリケーションへのアクセス権を提
供します。

• Detect and Locate：このロールタイプは、検出と位置特定アプリケーションへのアクセス
権限を提供します。

• IoT Services：このロールタイプは、IoTサービスアプリケーションへのアクセス権を提供
します。

• Space Manager：このロールタイプは、Space Managerアプリケーションへのアクセス権
限を提供します。

• Space Experience：このロールタイプは、Space Experienceアプリケーションへのアクセ
ス権限を提供します。

• SpaceUtilization：このロールタイプは、スペースの使用状況アプリケーションへのアクセ
ス権を提供します。

• CatalystCenterからCiscoSpacesへの重複ペイロードのインポートが制限されます。[Import
History]セクションに、次のエラーメッセージが表示されます。「Warning: Import
ignored due to no changes in request payload（警告：リクエストペイロー
ドに変更がないためインポートは無視されます）」。

• Dashboard Adminロールの場合、Location Analyticsへのアクセスはデフォルトで提供され
ます。他のロールについては、アクセスを個別に割り当てる必要があります。ただし、

[Location Analytics]のロールへの割り当ては、[Cisco Spaces]サービスの割り当てと同時に
行う必要があります。たとえば、Location Analyticsへの読み取りおよび書き込みアクセ
スと、Cisco Spacesへの読み取り専用アクセスを持つロールを作成できます。[Location
Analytics]タイルは、Cisco Spacesユーザーアカウントが [Location Analytics]へのアクセス
権を持たない場合に無効になります。

（注）

Cisco Spacesユーザーを招待するには、次の手順に従ってください。

Cisco Spaces連邦サポート設定ガイド
132

管理者管理

Cisco Spacesユーザーの招待



手順

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Admin Management > Admins]タ
ブを選択します。

ステップ 2 [Invite Admin]をクリックします。

ステップ 3 [Invite Admin]ウィンドウで、次の詳細を入力します。

a) [Email]フィールドで、追加するユーザーの電子メールアドレスを入力します。
b) [Role Name]ドロップダウンリストから、このユーザーに提供するユーザーロールを選択します。

•デフォルトのユーザーロール、および以前に定義したユーザーロールが、ドロップダウンリスト
に表示されます。必要なユーザーロールがない場合は、[CreateNewRole]を使用してユーザーロー
ルを定義できます。

• [Create New Role]をクリックして新しいユーザーロールを作成します。ユーザーロールの作成の
詳細については、「ユーザーロールの作成（133ページ）」を参照してください。定義されている
すべてのユーザーロールが [Roles]タブに一覧表示されます。

•ロール名を選択すると、権限タイプとアプリケーションの詳細が [Invite Admin]ウィンドウの下部
に表示されます。

ステップ 4 選択したロールを特定の場所に制限する場合は、[Restrict this role to specific locations]チェックボックスを
オンにします。

a) [Add Locations]をクリックします。
b) [Choose Locations]ウィンドウで、ロケーション階層から必要なロケーションに対してチェックボック
スをオンにします。選択されたロケーションが [Selected Locations]エリアに表示されます。

c) [Done]をクリックします。

ステップ 5 [Invite]をクリックします。

[Invite Admin]オプションは、読み取りおよび書き込み権限を持つ Cisco Spaces管理者のみが使用できま
す。

ユーザーロールの作成

Cisco Spacesのユーザーロールを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Admin Management >Roles > tab]
を選択します。
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（注）

[Invite Admin]ウィンドウの [Role Name]ドロップダウンリストで [Create New Role]をクリックする方法も
あります。

ステップ 2 [Create Role]をクリックします。

ステップ 3 [Create New Role]スラインドインウィンドウで、次の詳細を入力します。

a) [ROLE NAME]フィールドに、ユーザーロールの名前を入力します。
b) [APPS]エリアで、このユーザーロールに提供するロールタイプのチェックボックスをオンにします。

ロールタイプ（アプリケーション）の詳細については、Cisco Spacesユーザーの招待（131ページ）で
説明されているロールタイプを参照してください。

c) 各ロールタイプに表示されるドロップダウンリストから、特定のユーザーロールに付与するアクセス
権を選択します。

アクセス権を [Read Only]または [Read/Write]に設定することができます。

ステップ 4 [Restrict this role to specific locations]チェックボックスをオンにして、ロールのアクセスを特定の場所に制
限します。

[+ Add Locations]オプションが表示されます。

ステップ 5 [+ Add Locations]をクリックしてロケーションを選択します。

a) [Choose Locations]スライドインウィンドウで、ロケーションに対するチェックボックスをオンにしま
す。選択されたロケーションが [Selected Locations]ペインに表示されます。

b) [更新（Update）]をクリックします。

ステップ 6 [Create Role]をクリックします。

[Invite Admin]ウィンドウの [Role Name]ドロップダウンリストにユーザーロールが表示されるようになり
ます。

Cisco Spacesユーザーの編集
「読み取り」および「書き込み」権限を持つダッシュボード管理ユーザーは、ユーザーのユー

ザーロールを変更できます。たとえば、ダッシュボード管理者の「読み取り」は、ダッシュ

ボード管理者の「読み取り」および「書き込み」ユーザーに昇格できます。

Cisco Spacesユーザーのユーザー権限を変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Admin Management]を選択しま
す。
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[Admin]ウィンドウには、Cisco Spacesユーザーの電子メール IDのリストが表示されます。

ステップ 2 編集するユーザーの横にある（右端にある）3つのドットをクリックします。

ステップ 3 [Edit User]をクリックします。

[Edit User]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Role Name]ドロップダウンリストから、ユーザーに付与するアクセスのタイプを選択します。

デフォルトのユーザーロール、および以前に定義したユーザーロールが、選択用のドロップダウンリスト

に表示されます。必要なユーザーロールがない場合は、[Create New Role]を使用してユーザーロールを定
義できます。ユーザーロールの作成の詳細については、「ユーザーロールの作成（133ページ）」を参照
してください。

ステップ 5 [Update]をクリックします。

Cisco Spacesユーザーの削除
あるユーザーが Cisco Spacesにアクセスする必要がなくなった場合は、そのようなユーザーを
Cisco Spacesのユーザーリストから削除することを推奨します。

管理者権限を持つユーザーはすべて、他のユーザーを削除できます。

既存の Cisco Spacesユーザーを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Admin Management]を選択しま
す。

[Admin]ウィンドウには、Cisco Spacesユーザーのリストが表示されます。

ステップ 2 編集するユーザーの横にある（右端にある）3つのドットをクリックします。

ステップ 3 [Remove]をクリックします。

複数のユーザーを削除するには、対応する電子メール IDのチェックボックスを選択し、ウィンドウの右上
に表示される [Remove]オプションをクリックします。

Cisco Spacesアカウントの管理
ここでは、Cisco Spacesアカウントを管理する方法について説明します。
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Cisco Spacesからのサインアウト
Cisco Spacesからサインアウトするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボードで、ダッシュボードの右端に表示される [User Account]アイコン（ ）をク

リックします。

ステップ 2 [Logout]をクリックします。

ロケーションベースの RBAC
ロールベースアクセスコントロール（RBAC）は、特定の場所をサポートするように拡張され
ました。[Restrict this role to specific locations]オプションを使用して、ロールの作成中（[Admin
Management]> [Roles]> [Create Role]）およびユーザーの招待フロー中（[Admin Management]
> [Invite Admin]）に特定の場所をサポートします。
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第 XI 部

loTサービス
• IoTサービス（137ページ）
• Cisco Spaces：IoTサービス（ワイヤレス）展開の前提条件（137ページ）
• IoTサービス（ワイヤレス）の機能（138ページ）

IoTサービス

Cisco Spaces：IoTサービス（ワイヤレス）は、Cisco Spaces内のプラットフォームであり、シ
スコのワイヤレスインフラストラクチャを使用して IoTデバイスの要求、管理、および監視で
きます。複数のベンダーとプロトコルをサポートしていますが、初期は Bluetooth Low Energy
（BLE）に焦点が当てられます。このサービスでは、ハードウェア、ソフトウェア、および
パートナーソリューション（Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラ、Cisco
Spaces:コネクタ、Cisco Wi-Fi 6アクセスポイント、および Cisco Spacesを含む）を統合し、複
雑な企業環境での IoTデバイス管理を簡素化します。

Cisco Spaces：IoTサービス（ワイヤレス）
展開の前提条件

CiscoSpaces：IoTサービス（ワイヤレス）を正常に展開するには、ご使用の環境が次の前提条
件を満たしていることを確認します。



•ライセンス：アカウントに、IoTサービスに必要な Cisco Spacesライセンスがあることを
確認します。

• Spacesコネクタ

• Spacesコネクタバージョン 3.0以降が必要です。

•コネクタがアクティブであり、バージョン要件を満たしていることを確認します。

•ワイヤレスコントローラ：ソフトウェアリリース 17.3.1以降の Cisco Catalyst 9800ワイヤ
レスコントローラが必要です。

•アクセスポイント/スイッチ

•互換性のあるシスコ APまたはスイッチが存在する必要があります。

• Cisco Spacesで IoTサービスをアクティブにして、詳細な互換性情報を表示します。

IoTサービスを展開する前に、すべてのコンポーネントが存在し、アクティブであり、バージョ
ン要件を満たしていることを確認します。

アップグレードまたは展開のサポートが必要な場合は、cisco-spaces-support@external.cisco.com
までお問い合わせください。

（注）

IoTサービス（ワイヤレス）の機能

[IoT Service]機能を使用して、IoTゲートウェイ（APゲートウェイおよび有線ゲートウェイ）
を管理し、デバイスを管理し、それらを監視します。
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第 XII 部

設定
•ワイヤレスネットワークのセットアップ（141ページ）
•ロケーションとマップを設定する（151ページ）





第 18 章

ワイヤレスネットワークのセットアップ

この章では、多様なワイヤレスネットワークと連動するように Cisco Spacesを設定する方法
と、さまざまな方法でこれらのネットワークを設定する方法について説明します。

•さまざまなワイヤレスネットワークで機能するための Cisco Spacesの設定（141ページ）
•ワイヤレスネットワークバー（143ページ）
• Meraki APIキーメソッドのセットアップ（147ページ）
•ワイヤレスネットワークステータス（149ページ）

さまざまなワイヤレスネットワークで機能するための

Cisco Spacesの設定
次のオプションに基づいて、ワイヤレスネットワークを使用して Cisco Spacesをセットアップ
できます。

• Cisco AireOSワイヤレスコントローラ

• Cisco Catalyst 9800ワイヤレスコントローラ

• Cisco Meraki

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

ステップ 2 [Home]ページで、左側のナビゲーションペインから、[Setup > Wireless Networks]を選択します。

ステップ 3 [Connect your wireless Network]ウィンドウで、[Add New]をクリックします。

[Connect your wireless Network]ウィンドウが表示され、[AireOS Controller/Catalyst 9800 Wireless Controller]
および [Cisco Meraki]オプションが表示されます。

• [AireOS Controller/Catalyst 9800 Wireless Controller]の場合、次の設定が利用可能です:
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• [Via Spaces Connector]：Cisco Spaces：コネクタを使用して Cisco Spacesをシスコワイヤレスコ
ントローラに接続します。

• [Connect Cisco Wireless Controllers directly]：Cisco Spacesをワイヤレスコントローラに直接接続し
ます。

• [Connect via CMX Tethering]：Cisco CMXを使用して Cisco Spacesをシスコワイヤレスコント
ローラに接続します。

• [Cisco Meraki]の場合、次の設定を使用できます。

• [Connect via API Key]：Cisco Meraki APIキーを使用して Cisco Spacesを Cisco Merakiに接続しま
す。

[Meraki]ダッシュボードにログインし、[Account Name] > [My Profile] > [API Access]セクション
を選択し、[Generate]をクリックして APIキーを生成します。このキーを Cisco Spacesダッシュ
ボードの [Connect via API Key]フィールドに入力して、ネットワークを Cisco Spacesに追加しま
す。詳細については、Meraki APIキーメソッドのセットアップ（147ページ）を参照してくださ
い。

（注）

新しい Cisco Spacesアカウントの場合は、[Get Started]オプションをクリックします。

ステップ 4 [Select]をクリックして、Cisco Spacesに接続するときの優先方式を選択します。

選択したメソッド方法でワイヤレスネットワークに接続するための前提条件が表示されます。

ステップ 5 [Customize Setup]をクリックします。

次のメッセージが表示されます。「Successfully saved the configuration（設定が正常に保存さ
れました）」。

ステップ 6 選択したワイヤレスネットワークの設定メソッドに対応するバーが、[Connect your wireless network]ウィ
ンドウに表示されます。たとえば、[Via Spaces Connector]を選択すると、[Connect via Spaces Connector]
バーが表示されます。
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図 26 :接続済みワイヤレスネットワーク

ステップ 7 手順を表示し、ワイヤレスネットワークを設定するには、バーの右端にあるドロップダウンボタンをクリッ
クします。

さまざまな方法を使用して優先ワイヤレスネットワークに接続する手順と機能が表示されます。

ステップ 8 画面の指示に従ってワイヤレスネットワークを追加します。

ワイヤレスネットワークバー
ワイヤレスネットワークをCisco Spacesに接続するには、[Setup >Wireless Networks >Connect
your wireless network]ウィンドウで使用可能なオプションを使用します。
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図 27 :ワイヤレスネットワーク

選択内容に基づいて、Cisco Merakiに対して以下のタブが表示されます。

• [Connect via Meraki API Key]：このオプションを使用して、Cisco Spacesを Cisco Meraki
クラウドコントローラに Cisco Meraki APIキーを使用して接続します。画面の指示に従っ
て、[Import Networks]オプションを使用して、CiscoMeraki組織と関連する子ロケーショ
ンをロケーション階層にインポートします。

Merakiを Cisco Spacesに接続するには、[Connect via API Key]を
使用することを推奨します。

（注）

次の手順を実行します。

1. [Connect your Meraki]：APIキーを使用して Cisco Merakiを Cisco Spacesに接続しま
す。

2. [Configure Meraki scanning API]：Cisco Merakiスキャン APIは、ネットワークをロ
ケーション階層にインポートした後に自動的に設定されます。

手動で設定する場合は、[Post URL]と URLバリデータおよび
[Secret Key]を使用して、CiscoMerakiダッシュボードで手動で検
証し、Cisco Spacesとの接続を確立します。

（注）
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3. [Import Meraki Networks into Location Hierarchy]：[Import Networks]をクリックし
て、Cisco Merakiネットワークをインポートします。

CiscoMerakiと現在同期されているユーザー数が、[Connect your Meraki]オプション：[Connect
via Meraki API Key]の下に表示されます。

（注）

選択した接続方法に基づいて、Cisco AireOSに対して次のバーが表示されます。

• [Connect via Spaces Connector]：Cisco Spaces：コネクタを使用してシスコワイヤレスコ
ントローラに Cisco Spacesを接続するには、このオプションを使用します。

[Connect via Spaces Connector]オプションを使用する場合、シス
コワイヤレスコントローラをアップグレードしたり、ワイヤレ

スネットワークを再設定したりする必要はありません。

（注）

次の手順を実行します。

1. Install Spaces Connector OVA：Cisco Spaces：コネクタ OVAを仮想マシンとしてダウ
ンロードしてインストールします。

2. [Configure Spaces Connector]：[Create Connector]をクリックして、新しいコネクタを
作成します。Cisco Spaces：コネクタを設定するには、トークンが必要です。トーク
ンを設定するには、ブラウザから https://<your connector IP>/に接続する必要があ

ります。オプションで、HTTPSプロキシ経由で Cisco Spaces：コネクタを接続するよ
うに設定できます。

[View Connectors]をクリックして、使用可能なコネクタを表示します。

3. [Add Controllers]：[Add Controllers]をクリックして、シスコワイヤレスコントロー
ラを追加します。[View Controllers]をクリックして、使用可能なコントローラを表示
します。

4. [Import Maps]：[Import/Sync Maps]をクリックして、マップをインポートまたは同期
します。Cisco Prime InfrastructureまたはCatalyst Center（バージョン 1.3.1以降）のマッ
プをアップロードして、Cisco Spaces：Detect and Locate、アセットトラッカー、およ
び IoTサービスを使用する必要があります。

5. ロケーション階層のセットアップ：[Add Locations]をクリックして、インポートした
マップをロケーション階層に追加します。
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• [View Location Hierarchy]オプションを使用して、ロケーショ
ン階層を表示できます。

• OpenRoamingアプリケーションの場合、[Add OpenRoaming
Hotspot]オプションを使用してホットスポットを設定できま
す。また、[OpenRoaming Controller Configuration]オプショ
ンを使用して、さまざまなコントローラのOpenRoamingアプ
リの設定を個別に表示することもできます。

•ネットワーク設定プロトコル（NETCONF）のサポートは、
ホットスポットクライアントバージョンv2.2.95およびCisco
Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラバージョン
17.12から利用できます。

（注）

詳細については、『Cisco Spaces：コネクタコンフィギュレーションガイド』を参照して
ください。

• [Connect AireOS Controller/Catalyst 9800 Wireless Controller Directly]：このオプションを
使用して、Cisco Spacesを Cisco AireOSワイヤレスコントローラまたは Cisco Catalyst 9800
シリーズワイヤレスコントローラに直接接続します。

このワイヤレスネットワークに接続するには、ソフトウェアバー

ジョン 8.8 MR2以降の AireOSコントローラ、またはソフトウェ
アバージョン 16.12.2以降の Catalyst 9800ワイヤレスコントロー
ラが必要です。ワイヤレスコントローラはインターネットに直接

接続できる必要があります。

（注）

次の手順を実行します。

1. [Install Root Certificate]：コントローラ GUIからルート証明書をインストールできま
す。

2. [Configure Token in AireOS Controller]：トークンとコントローラを表示するには、
[View Token]および [View Controllers]オプションを使用します。

3. [Import Maps]：[Setup]ウィンドウの [Connect WLC/Catalyst 9800 Directly]および
[Connect Via Spaces Connector]でマップを管理できます。

• [Import/Sync Maps]：Cisco Prime Infrastructureまたは Catalyst Centerマップをアッ
プロードして、検出と特定、アセットトラッカー、IoTサービスとシームレスに
連携します。

• [Map Upload History]：アップロードされたマップのリストを表示します。ファイ
ル名、ソースタイプ、ステータス、およびその他の関連情報を表示できます。
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• [ManageMap]：[MapService]アプリケーションに移動して、マップを管理します。

4. ロケーション階層のセットアップ

• [Connect via CMX Tethering]：トークンによる CMXテザリングを使用して Cisco CMX
ノードのロケーションアップデートを設定するための詳細な手順を表示します。ステップ

2で [Create New Token]オプションを使用してトークンを作成し、Cisco CMXで設定でき
ます。

[Connect your wireless network]ウィンドウで使用できるその他のオプションは次のとおりで
す。

表 10 :ワイヤレスネットワークの接続のオプション

CMXノード（CMXオンプレミス）を
[Location Hierarchy]ウィンドウにインポート
する手順を表示します。

Cisco AireOSコントローラ/Catalyst 9800ワイ
ヤレスコントローラ

Meraki組織を [Location Hierarchy]ウィンドウ
にインポートする手順を表示します。

Cisco Meraki

Meraki APIキーメソッドのセットアップ
[Cisco Meraki]オプションを使用して、Cisco SpacesをMerakiと統合します。Merakiアカウン
トのログイン情報を使用して Cisco Merakiクラウドに接続し、ロケーションを Cisco Spacesに
インポートして、Merakiネットワークをアクティブ化または同期します。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Setup>Wireless Networks>Add
New > Cisco Meraki > Connect via API key]を選択します。

ステップ 2 Merakiダッシュボードで、[Organization] > [Configure] > [Settings]に移動し、[Dashboard API Access]を
有効にします。

ステップ 3 Merakiダッシュボードで、[Username] > [My Profile] > [API Access]に移動し、APIトークンを生成しま
す。生成された APIトークンは英数字の値です。

ステップ 4 生成された APIトークンをコピーして、Cisco Spacesダッシュボードに入力します。

ステップ 5 Cisco Spacesダッシュボードで次の手順を実行します。

a) [Connect our Meraki]ポップアップウィンドウで、コピーした APIトークンを [API KEY]フィールド
に貼り付けます。
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b) [Connect]をクリックします。Merakiとの同期が成功すると、接続ステータスがアクティブとして表
示されます。

c) [Configure Meraki scanning API]領域から、[Post URL]と [Secret Key]の値をコピーします。

ステップ 6 Merakiダッシュボードで、特定のネットワークに移動し、[Network-wide] > [Configure] > [General]を選
択します。

ステップ 7 [Location and Scanning]まで下にスクロールし、[Analytics and Scanning API]を有効にします。

ステップ 8 [Post URLS]フィールドにポスト URLと秘密鍵を貼り付けます。

ステップ 9 Webブラウザのアドレスバー（Meraki URL）から、network_id（/n/の後）をコピーします。例：
https://xxxx.meraki.com/your-net/n/network_id/。

ステップ 10 投稿 URL <network_id>をネットワーク IDを含めるように編集します。

ステップ 11 [Location and Scanning]フィールドから、validator idをコピーします。

ステップ 12 投稿 URL <URLValidator>をバリデータを使用して編集します。

ステップ 13 [Validate]をクリックして、投稿 URL関数を検証します。
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ステップ 14 Cisco Spacesダッシュボードで、[Import Meraki Networks into Location Hierarchy]から [Import Networks]
を選択します。

同期が成功したら、ネットワークが [Location Hierarchy]に表示されるかどうかを確認します。

（注）

CiscoMerakiダッシュボードで IPアドレス制限が有効になっている場合、Cisco Spacesサポートに連絡し
て Cisco Spaces IPアドレスを許可リストに追加します。

ワイヤレスネットワークステータス
[Wireless Network Status]オプションを使用すると、ワイヤレスネットワークの同期ステータス
を表示できます。最後の同期が実行された時刻を表示できます。
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第 19 章

ロケーションとマップを設定する

•ロケーションと地図（151ページ）
•ロケーションのインポート（155ページ）
•ネットワークマップの追加（168ページ）
•デジタルマップの追加（170ページ）
• [Map Service]の設定（172ページ）

ロケーションと地図
Cisco Spacesのロケーションとマップ機能を使用すると、Cisco Meraki、Catalyst Center、 Cisco
Prime Infrastructureなどさまざまなソースからのネットワーク階層をインポートし、正規化し
て、単一のビジネス指向のロケーション階層に統合できます。この機能をプラットフォームと

して使用して、ネットワーク階層構造を標準化し、標準化されたロケーション階層ビューを提

供します。

ネットワークソースからインポート/同期してロケーション階層を作成する従来の方法とは別
に、Microsoft Excel（.xlsx）ファイルからビジネス中心の階層を作成する新しいオプションが
含まれています。Microsoft Excel（.xlsx）ファイルのインポートでは、複数のロケーションの
メタデータ情報を一括で追加/更新できます。

Cisco Spacesはネットワーク階層に一致する論理的なロケーション階層を作成しますが、ほと
んどのCiscoSpacesユーザーには、分類法や、異なるチーム/人物によって管理されるため、階
層/名前が異なるソースがもう 1つあります。ロケーションとマップ機能を使用すると、ビジ
ネス指向の階層を作成し、さまざまなネットワークソースの階層をビジネス階層にマージ/統
合して、クリーンな統合階層にすることができます。これにより、さまざまな成果の管理に役

立ちます。

物理的なビジネスロケーションとネットワーク展開に基づいて、ビジネスロケーションをイン

ポートし、Cisco Spaces内で整理できます。階層は、特定のブランド、地域、キャンパス、お
よびビジネスに関連するその他の分類に基づいてまとめることができます。

Cisco Spacesのロケーションとマップ機能は、ITネットワークビューをビジネスビューに変換
し、よりビジネス関連のインサイトレポートを表示するのに役立ちます。ネットワークトポロ

ジへの変更は Cisco Spacesに自動的に反映されるため、管理が容易になります。
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[Locations and Maps]ウィンドウには次のタブがあります。

• [Locations]：このタブを使用して、ロケーションを追加または管理します。

• [Network Maps]：このタブを使用してネットワークマップを追加します。

• [Digital Maps]：このタブを使用して、デジタルマップを追加または管理します。

これらのタブで使用できる [Filter]オプションを使用して [Filter]スライドインウィンドウを開
き、フィルタオプションを選択してロケーションデータを適用して表示します。

図 28 :ロケーションと地図

[Locations]タブ

[Locations]タブの [Summary]セクションには、建物とフロアの数が表示されます。[Locations]
タブの [Buildings]セクションには、インポートされたロケーションに関連する次の情報が表示
されます。

•名前

•パス

•フロア数

•ソース

•必須ロケーション情報
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次のタスクを実行します。

• [Search Locations]フィールドに建物名を入力し、指定した建物情報をフィルタ処理しま
す。

•ロケーションデータをエクスポートするには、[Export]をクリックします。[Download]を
クリックすると、同じものをダウンロードできます。

• [Recent Activity]をクリックして [Recent Activity]ウィンドウを開き、最近のアクティビ
ティの詳細を表示します。

• [ImportLocations]をクリックして、ロケーションをインポートします。詳細については、
ロケーションのインポート（155ページ）を参照してください。

ネットワークマップタブ

[Network Maps]タブには、インポートされたロケーション情報も表示されます。[Network
Maps]タブの [Buildings]セクションには、インポートされたロケーションに関連する次の情報
が表示されます。

•名前

•パス

•フロア数

• APの数

•送信元

•ネットワークマップのステータス

次のタスクを実行します。

• [Search Locations]フィールドに建物名を入力し、指定した建物情報をフィルタ処理しま
す。

• [Recent Activity]をクリックして [Recent Activity]ウィンドウを開き、最近のアクティビ
ティの詳細を表示します。

• [Add Network Map]をクリックして、ネットワークマップを追加します。詳細について
は、「ネットワークマップの追加（168ページ）」を参照してください。

デジタルマップタブ

デジタルマップは 3Dで表示し、Cisco Smart Workspacesで使用可能なすべての機能を含みま
す。

[Digital Maps]タブには、インポートされたロケーション情報も表示されます。

[Buildings]セクションは [Digital Maps]タブにあり、インポートされたロケーションに関連す
る次の情報が表示されます。
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•名前

•パス

•フロア数

• APの数

•ステータス

•アクション

次のタスクを実行します。

• [Search Locations]フィールドに建物名を入力し、指定した建物情報をフィルタ処理しま
す。

• [Recent Activity]をクリックして [Recent Activity]ウィンドウを開き、最近のアクティビ
ティの詳細を表示します。

• [Actions]列の [Add Digital Map]をクリックして、デジタルマップを追加します。詳細に
ついては、デジタルマップの追加（170ページ）を参照してください。

•また、[Actions]列の [Upload CAD File]をクリックして、選択したロケーションにデジタ
ルマップを追加することもできます。

ACT/UNLIMITEDライセンスのあるロケーションではデジタルマップにアクセスできますが、
他のライセンスタイプはデジタルマップをサポートしていません。

（注）

デジタルマップ：ユーザー体験の強化

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

• [SelectFloor]ウィンドウは、ユーザーの労力を最小限に抑えるように再設計されました。
新しい設計では、ユーザーが必要とするエントリの数が減り、各フロアのフロアレベル番

号と短縮名が自動的に生成されるため、プロセスがより迅速かつ効率的になります。

•ファイルアップロードプロセスが強化され、効率が向上しました。複数のフロアのファイ
ルを同時にアップロードし、それぞれを並行して処理できるようになりました。以前は 1
つのフロアのアップロード中に表示されていたフルページローダーが、各フロア用の個々

のローダーインジケータに置き換えられ、各アップロードのステータスを明確に表示でき

るようになりました。

いずれかのフロアファイルにさらに時間が必要な場合は、他のアップロードの進行に影響

を与えずに、その特定のアップロードをキャンセルするオプションがあります。これによ

り、正常なアップロードの管理が改善され、より効果的な時間割り当てが可能になりま

す。

Cisco Spaces連邦サポート設定ガイド
154

設定

ロケーションと地図



•推定時間と電子メール通知を使用するマップ処理ステータスレポート：マップ処理機能が
強化され、マップ生成に時間のかかる場合に報告された問題に対処しました。この機能強

化により、マップを正常に送信すると、ウィンドウで推定処理時間が表示されます。[Digital
Maps]リストビューで各建物のステータスメッセージにカーソルを合わせることで、暫定
的な ETAやエラーの詳細を含む処理ステータスを表示することもできます。さらに、送
信者はマップステータスの変更に関する電子メール通知を受け取ります。

•マップの再処理/CADファイルの再送信：マップの再処理の使用方法が強化され、必要な
変更を正確に指定できる機能が追加されました。これにより、ターンアラウンド時間を短

縮できます。一般的な理由のリストから選択し、再処理要求の証拠として補足ドキュメン

トまたは画像とともに追加のコメントを指定できます。

ネットワークマップのキャリブレーション

ネットワークマップのキャリブレーションツールを使用すると、2Dネットワークマップ画像
と 3Dデジタルマップを正確に配置できます。[DigitalMapEditor]からツールにアクセスして、
クライアントとアクセスポイントの位置が正確に表示されるように、GPSマーカーを正確に配
置できます。

ネットワークマップキャリブレーションリンクは、ネットワークマップに関連付けられてい

るマップに対してのみユーザーインターフェイスで有効になります。

ロケーションのインポート
[Locations]タブを使用して、ビジネス階層をインポートします。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Setup > Locations and Maps]を選
択します。

[Locations and Maps]ウィンドウは、[Locations]タブが選択された状態で表示されます。使用可能なその
他のタブは [Network Maps]および [Digital Maps]です。

ステップ 3 [Locations]タブで、[Add Locations]をクリックします。ロケーションがすでにインポートされ利用可能な
場合は、[Import Locations]オプションが表示されます。

[Upload Building Details]ウィンドウには、ロケーションをアップロードするためのさまざまな方法が表示
されます。
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図 29 :建物の詳細をアップロード

ステップ 4 次の方法を使用してロケーションをインポートします。

• Excelシートからの建物のインポート（推奨）

• Cisco Prime Infrastructureからロケーションをインポート

• Catalyst Centerからロケーションをインポート

• Cisco Merakiからロケーションをインポート

•手動によるロケーションの追加

インポートされたロケーションの詳細が、[Locations]タブに表示されます。

• [Summary]セクションには、建物、フロア、欠落しているロケーションメタデータ情報、および確認
が必要なロケーションの詳細が表示されます。

• [Locations]タブの [Building]セクションには、名前、パス、フロア数、送信元などのロケーションの
詳細が表示されます。

•必要なロケーションメタデータが更新されていない場合、[Building]セクションの [Essential Location
Info]フィールドにアラートが表示されます。

ステップ 5 [Essential Location Info]フィールドの [Alert]アイコン（ ）をクリックして、必要に応じて不足している

メタデータを追加します。
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ポップアップウィンドウには、欠落しているロケーションメタデータに関連する情報が表示されます。

[Click Here]をクリックしてロケーション情報を更新してください。

ステップ 6 [Review]をクリックして、ロケーションレビューを表示し、続行します。詳細については、「ロケーショ
ンを確認」を参照してください。

Excelシートから建物をインポートする以外の方法を使用してロケーションをインポートすると、[Review]
オプションが表示されます。

ステップ 7 （オプション）[Locations]タブで、必要に応じて次のオプションを使用します。

• [Export]：インポートされたビジネスロケーションの詳細をMicrosoft Excelファイル（.xls）にエクス
ポートします。[Download]をクリックすると、同じものをダウンロードできます。

• [RecentActivity]：クリックすると、最近のアクティビティの詳細が表示されます。ウィンドウの [Recent
Activity]スライドには、アクティビティの最近の履歴が表示されます。

•ファイル名

•ユーザ

•タイプ

•時間

•ステータス

• [Filter]：クリックしてフィルタオプションを表示します。表示される [Filter]スライドインウィンドウ
で、[Locations]ドロップダウンリストからロケーションを選択し、必要なフィルタオプションを選択
し、[Apply]をクリックします。フィルタオプションは、[Source]、[# of Floors]、[Location Metadata]
です。

Microsoft Excelシートからの建物のインポート
Microsoft Excel（.xlsx）ファイルをインポートしてロケーションを追加するには、[Import
buildings from Excel sheet]オプションを使用します。Cisco Spacesアプリケーションに重要な
建物、ロケーションメタデータ、タイムゾーン、アドレスなどを含むロケーションをインポー

トするには、この方法を選択することを推奨します。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Setup > Locations and Maps]を
選択します。

[Locations and Maps]ウィンドウは、[Locations]タブが選択された状態で表示されます。
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ステップ 3 [Locations]タブで、[Add Locations]をクリックします。ロケーションがすでにインポートされ利用可能
な場合は、[Import Locations]オプションが表示されます。

[Upload Building Details]ウィンドウには、ロケーションをアップロードするためのさまざまな方法が表
示されます。

ステップ 4 [Import buildings from Excel sheet]をクリックし、[Next]をクリックします。

ステップ 5 [Import Location Details]ウィンドウで、Microsoft Excel（.xlsx）ファイルをドラッグアンドドロップする
か、[Click here to upload]をクリックして、インポートするビジネスロケーションの詳細を含むMicrosoft
Excel（.xlsx）ファイルをアップロードします。

（注）

テンプレートがない場合は、[Import Location Details]ウィンドウにあるリンクからテンプレートをダウ
ンロードし、建物の詳細とともに正しい形式でアップロードできます。

ステップ 6 [Next]をクリックします。

[Import Location Details]ウィンドウでは、左側の列にMicrosoft Excel（.xlsx）ファイルのロケーション
情報が、右側の列に既存のロケーションレベルおよびグループレベルの情報が表示されます。

ステップ 7 [Import Location Details]ウィンドウで、[Column from CSV]列のインポートされたロケーションメタデー
タを、[Linkto]ドロップダウン下の対応する階層およびグループレベルにマッピングし、それに応じて、
それぞれのロケーションメタデータ値を割り当てます。

[Link to]ドロップダウンで使用できるオプションは次のとおりです。

• [Location Info]：国、市区町村、占有率、バンド、アドレス、タイムゾーンなどのロケーションのメ
タデータ情報に使用します。対応するメタデータ値も割り当てる必要があります。

• [Hierarchy Level]：Microsoft Excel（.xlsx）ファイルから [Level]列の値をマッピングするには、これ
を使用します。Microsoft Excel（.xlsx）ファイルには、複数の [Level]値を設定できます。Microsoft
Excel（.xlsx）ファイルからのレベル値は、ロケーション階層の [Hierarchy Level]としてマッピング
されます。

[Hierarchy Level]ごとに、グループ化レベルの値を割り当てることができます。オプションは、
[Grouping Level1]、[Grouping Level2]、および [Grouping Level3]です。

Microsoft Excel（.xlsx）ファイルでは、NYC1 Campusを [Level1]、NYC2 Campusを [Level2]に設
定できます。[Import Location Details]ウィンドウでは、[Level1]および [Level2]を [Link to]ドロッ
プダウンリストの [Hierarchy Level]にマッピングできます。[Level1]の場合、グループ化値を
[Grouping Level1]に割り当て、[Level2]の場合は [Grouping Level2]を割り当てられます。

• [Location Name]：Microsoft Excel（.xlsx）ファイルの [Location]列の値にマッピングするには、これ
を使用します。

（注）

[Location Name]に値を割り当てる必要はありません。ロケーション名は Excelファイルから直接取
得されるため、変更することも、ヘッダー列にマッピングすることもできません。

• [Location ID]：ロケーションIDは、ロケーションのインポートが正常に完了すると自動生成されま
す。
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ステップ 8 [Next]をクリックします。

[Merge Locations]ウィンドウが表示されます。

• Cisco Spacesのロケーション階層が、Microsoft Excel（.xlsx）ファイルをインポートすることによっ
て検出された新しいロケーションを含めるように更新されたことを示すメッセージ。

• [Merge Locations]ウィンドウには、Excelシートから建物をインポートするメソッドを使用してイ
ンポートされた新しいロケーションの数とそのレベルが表示されます。

• [Merge Locations]ウィンドウには、[Locations found in CSV]、[Actions]、[Existing Locations]の 3つ
の列が表示されます。

•階層を確認し、[Action]ドロップダウンリストを使用して必要なアクションを実行する必要がありま
す。

• [Search Location]フィールドを使用して、検索条件を入力し、ロケーション名を検索できます。

ステップ 9 [Locations found in CSV]で、プラス記号をクリックしてロケーションを展開します。

ステップ 10 [Actions]ドロップダウンリストから、インポートしたロケーションを、右側に表示される既存のロケー
ション階層とマージするために必要なアクションを選択します。

次のオプションがあります。

• [CreateNew]：インポートしたロケーションを既存のロケーション階層内の新しいロケーションとし
て作成する場合は、このオプションを選択します。

• [Merge With]：Microsoft Excel（.xlsx）ファイルからインポートされたロケーションが繰り返されて
おり、そのロケーションがロケーション階層にすでに存在する場合は、このオプションを選択しま

す。ロケーションをマージすると元に戻せないため、このアクションは注意して実行することを推

奨します。

• [Skip]：ロケーション階層へのロケーションのインポートをスキップする場合は、このオプションを
選択します。ロケーションをスキップすると元に戻せないため、注意してこのアクションを実行す

ることを推奨します。

（注）

既存のロケーション階層には次の機能があります。

•既存のキャンパスまたは建物がない場合、新しくインポートされたロケーションが新しいエントリ
として追加されます。

•類似の名前のロケーションがある場合、新しいロケーションを既存のロケーションとマージできま
す。

ステップ 11 [Next]をクリックします。

[Merge Locations]セクションに表示されるマージロケーションの更新を確認する必要があります。処理
されたロケーションの数を表示できます。

ステップ 12 [Submit]をクリックします。
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ロケーションの詳細が正しくアップロードされたことを示すメッセージが表示されます。

[Add Digital Maps]をクリックしてデジタルマップを追加するか、[View Locations]をクリックしてロケー
ションを表示できます。

ステップ 13 [Close this window]をクリックして [Locations]タブに戻ります。
[Locations]タブの [Building]セクションには、名前、パス、フロア数、送信元などのロケーションの詳
細が表示されます。[Summary]セクションには、建物、フロア、欠落しているロケーションメタデータ
情報、および確認が必要なロケーションの詳細が表示されます。

Cisco Prime Infrastructureからのロケーションのインポート
[Import locations from Prime Infrastructure]オプションで、エクスポートファイルを使用して
Cisco Prime InfrastructureからCisco Spacesへロケーションを追加します。Cisco Prime Infrastructure
からネットワーク階層をインポートし、ビジネスロケーションに接続できます。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Setup > Locations and Maps]を
選択します。

[Locations and Maps]ウィンドウは、[Locations]タブが選択された状態で表示されます。

ステップ 3 [Locations]タブで、[Add Locations]をクリックします。インポートされたロケーションがすでに利用可
能な場合、[Import Location]オプションが表示されます。

[Upload Building Details]ウィンドウには、ロケーションをアップロードするためのさまざまな方法が表
示されます。

ステップ 4 [Import locations from Prime Infrastructure]をクリックし、[Next]をクリックします。

[Import Location Details]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [Import Location Details]ウィンドウで、Cisco Prime Infrastructureマップファイルを .GZファイル（圧縮
アーカイブファイル）としてドラッグアンドドロップするか、[Click here to upload]をクリックして、
Cisco Prime Infrastructureマップ情報を含む .GZファイルをアップロードします。

ステップ 6 [Next]をクリックします。

[Import Location Details]には、マップデータが処理中であることを示すメッセージが表示されます。Map
Serviceは、同じ処理を行うために時間がかかります。[Recent Activity]セクションでマップデータの処理
ステータスを確認できます。

マップデータが正常に処理されたら、マップデータをロケーションとマージする必要があります。

ステップ 7 [Close this window]をクリックして、ウィンドウを閉じます。
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[Locations]タブの [Building]セクションには、新しくインポートされたロケーションの詳細が表示され
ます。同じロケーション情報が Cisco Spacesロケーション階層にも表示されます。

Cisco Prime Infrastructureからのマップのインポートによってロケーション階層に新しいロケーションが
追加されたことを示すアラートメッセージが [Location]タブに表示されます。

ステップ 8 [Review]をクリックして確認し、必要なアクションを実行します。

[Merge Locations]ウィンドウが表示されます。

• Cisco Spacesのロケーション階層が、Cisco Prime Infrastructureマップのインポートによって検出され
た新しいロケーションを含めるように更新されたことを示すメッセージ。

• [Merge Locations]ウィンドウには、[Import locations from Prime Infrastructure]方式を使用してイン
ポートされた新しいサイトと建物の数が表示されます。

• [Merge Locations]ウィンドウには、[Locations from Prime Map]、[Actions]、および [Existing Locations]
の 3つの列が表示されます。

•階層を確認し、[Action]ドロップダウンリストを使用して必要なアクションを実行する必要がありま
す。

• [Search Location]フィールドを使用して、検索条件を入力し、ロケーション名を検索できます。

ステップ 9 [Locations from Prime Map]で、プラス記号をクリックしてロケーションを展開します。

ロケーション階層には、キャンパス、建物、およびフロアが含まれます。

ステップ 10 [Actions]ドロップダウンリストから、インポートしたロケーションを、右側に表示される既存のロケー
ション階層とマージするために必要なアクションを選択します。

次のオプションがあります。

• [Merge With]：CiscoPrime Infrastructureからインポートされたロケーションが繰り返されており、そ
のロケーションがロケーション階層にすでに存在する場合は、このオプションを選択します。ロケー

ションをマージすると元に戻せないため、このアクションは注意して実行することを推奨します。

• [Delete]：インポートしたロケーションを既存のロケーション階層から削除する場合は、このオプ
ションを選択します。ロケーションを削除すると元に戻せないため、このアクションは注意して実

行することを推奨します。

• [CreateNew]：既存のロケーション階層に新しいロケーションを作成または追加する場合は、このオ
プションを選択します。

• [Accept]：Cisco Prime Infrastructureからインポートされたロケーションを、既存のロケーション階層
と同様に受け入れる場合は、このオプションを選択します。

（注）

既存のロケーション階層には次の機能があります。

•既存のキャンパスまたは建物がない場合、新しくインポートされたロケーションが新しいエントリ
として追加されます。
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•類似の名前のロケーションがある場合、新しいロケーションを既存のロケーションとマージできま
す。

ステップ 11 [Next]をクリックします。

[Locations]セクションに表示されるマージロケーションの更新を確認する必要があります。処理された
ロケーションの数を表示できます。

ステップ 12 [Submit]をクリックします。

ロケーションの詳細が正しくアップロードされたことを示すメッセージが表示されます。

[Add Digital Maps]をクリックしてデジタルマップを追加するか、[View Locations]をクリックしてロケー
ションを表示できます。

ステップ 13 [Close this window]をクリックします。

[Locations]タブの [Building]セクションには、名前、パス、フロア数、送信元などのロケーションの詳
細が表示されます。

[Summary]セクションには、建物、フロア、欠落しているロケーションメタデータ情報、および確認が
必要なロケーションの詳細が表示されます。

Cisco Catalyst Centerからロケーションをインポート
[Import locations from DNA Center]オプションを使用して、Catalyst Centerからロケーション
を追加します。Cisco Spacesを Catalyst Centerに接続でき、Catalyst Centerで定義されたすべて
のサイトまたは建物が Cisco Spacesと同期されます。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Setup > Locations and Maps]を選
択します。

[Locations and Maps]ウィンドウは、[Locations]タブが選択された状態で表示されます。

ステップ 3 [Locations]タブで、[Add Locations]をクリックします。ロケーションがすでにインポートされ利用可能な
場合は、[Import Locations]オプションが表示されます。

[Upload Building Details]ウィンドウには、ロケーションをアップロードするためのさまざまな方法が表示
されます。

ステップ 4 [Import locations from DNA Center]をクリックし、[Next]をクリックします。
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Catalyst Centerからロケーションをインポートするには、Catalyst Centerマップを Cisco Spacesと統合する
必要があります。

ステップ 5 （オプション）[View How to Integrate DNA Center Maps]をクリックします。

[Cisco DNA Center Integration]ウィンドウが表示されます。

Cisco Spacesはマップ同期のために Catalyst Centerと統合され、デバイスのロケーションの更新が Catalyst
Centerに提供されます。Cisco SpacesをCatalyst Centerと統合するには、[Create Token]をクリックしてトー
クンを作成し、Catalyst Centerでトークンを構成します。

（注）

Catalyst Centerでの Cisco Spacesの統合機能は、一部のユーザーが使用できます。追加のサポートについて
は、Cisco Spacesサポートチームにお問い合わせください。

ステップ 6 [Next]をクリックします。

[Import Location Details]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 指示に従って Catalyst Centerに接続します。

ステップ 8 [完了（Finish）]をクリックします。

[Locations]タブの [Building]セクションには、ロケーションの詳細が表示されます。[Summary]セクショ
ンには、建物、フロア、欠落しているロケーションメタデータ情報、および確認が必要なロケーションの

詳細が表示されます。

Cisco Merakiからのロケーションのインポート
[Import locations from Meraki]オプションを使用して、Cisco Merakiからロケーションを追加
します。Cisco Merakiを展開している場合は、この方法を使用して Cisco Meraki Cloudアカウ
ントに接続し、ネットワーク階層、マップ、アクセスポイント、Merakiビデオデバイスを同期
します。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Setup > Locations and Maps]を選
択します。

[Locations and Maps]ウィンドウは、[Locations]タブが選択された状態で表示されます。

ステップ 3 [Locations]タブで、[Add Locations]をクリックします。ロケーションがすでにインポートされ利用可能な
場合は、[Import Locations]オプションが表示されます。

[Upload Building Details]ウィンドウには、ロケーションをアップロードするためのさまざまな方法が表示
されます。
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ステップ 4 [Import locations from Meraki]をクリックし、[Next]をクリックします。

[Import Location Details]ウィンドウが表示されます。

Cisco Merakiからロケーションをインポートするには、Cisco Merakiを Cisco Spacesに接続する必要があり
ます。

ステップ 5 （オプション）[View How to Integrate Meraki]をクリックして、手順を表示します。

ステップ 6 [Import Location Details]ウィンドウで、[Next]をクリックします。

ステップ 7 Cisco Merakiの接続手順を読み、[Next]をクリックします。

[Connect your wireless network]ウィンドウが表示されます。このオプションを使用して Cisco Merakiに接続
できます。

ステップ 8 すでに接続している場合は、ロケーション階層を使用してロケーションを追加します。

手動によるロケーションの追加

MicrosoftExcel（.xlsx）ファイルまたはネットワークマップをインポートせずに、[Add locations
manually]オプションを使用して、ルートロケーションの直下に独立した建物を追加します。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Setup > Locations and Maps]を選
択します。

[Locations and Maps]ウィンドウは、[Locations]タブが選択された状態で表示されます。

ステップ 3 [Locations]タブで、[Add Locations]をクリックします。ロケーションがすでにインポートされ利用可能な
場合は、[Import Locations]オプションが表示されます。

[Upload Building Details]ウィンドウには、ロケーションをアップロードするためのさまざまな方法が表示
されます。

ステップ 4 [Add locations manually]をクリックし、[Next]をクリックします。
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図 30 :ロケーションの追加

ステップ 5 [Add location]ウィンドウで、次のロケーションの詳細を入力して新しいロケーションを追加します。

• [Location Name]：新しいロケーションの名前。

• [Brand]：新しいロケーションのブランド。

• [Total Area]：新しいロケーションの総面積詳細。

• [Max Capacity]：新しいロケーションの最大キャパシティ情報。

• [Address]：新しいロケーションのアドレス。アドレスを手動で入力するか、マーカーをドラッグして、
右側に表示されるマップからアドレスを選択できます。

• [Time Zone]：ドロップダウンリストでタイムゾーンを選択します。

• [Latitude]：新しいロケーションの緯度。

• [Longitude]：新しいロケーションの経度。

ステップ 6 [Add]をクリックします。

新しいロケーションが追加されたことを示す成功メッセージが表示されます。手動でロケーションを追加

する場合は、[Add Another Location]をクリックします。

ステップ 7 [Done]をクリックします。
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[Locations]タブの [Building]セクションには、ロケーションの詳細が表示されます。[Summary]セクショ
ンには、建物、フロア、欠落しているロケーションメタデータ情報、および確認が必要なロケーションの

詳細が表示されます。

ロケーション情報の更新

インポートされたロケーションのロケーションメタデータが欠落している場合、[Locations]タ
ブにアラートメッセージが表示されます。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Setup > Locations and Maps]を選
択します。

[Locations and Maps]ウィンドウは、[Locations]タブが選択された状態で表示されます。

ステップ 3 [Essential Location Info]フィールドの横にある [Buildings]セクションで、[Alert]アイコンをクリックして、
欠落しているロケーションメタデータを更新します。

[Update Location Info]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Update Location Info]ウィンドウで、必要に応じて次のロケーションの詳細を更新します。

• [Location Name]：新しいロケーションの名前。

• [Brand]：新しいロケーションのブランド。

• [Total Area]：新しいロケーションの総面積詳細。

• [Max Capacity]：新しいロケーションの最大キャパシティ情報。

• [Address]：新しいロケーションのアドレス。アドレスを手動で入力するか、マーカーをドラッグして、
右側に表示されるマップからアドレスを選択できます。

• [Time Zone]：ドロップダウンリストでタイムゾーンを選択します。

• [Latitude]：新しいロケーションの緯度。

• [Longitude]：新しいロケーションの経度。

ステップ 5 [Save]をクリックします。
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場所を確認

[Locations and Maps]ウィンドウには、インポートされたロケーション階層を確認する必要が
ある場合にアラートメッセージが表示されます。場所を確認し、必要なアクションを実行する

必要があります。

手順

ステップ 1 [Locations and Maps]ウィンドウで、[Preview]をクリックしてロケーションレビューを表示し、続行しま
す。

[Review Locations]ウィンドウには、ロケーションのインポート元となるすべてのソース（Cisco Merakiや
CatalystCenterなど）が表示されます。各ロケーションでインポートされたサイト、建物、およびキャンパ
スの数を表示することもできます。

ステップ 2 確認する送信元のロケーションを選択し、[Next]をクリックします。

[ReviewLocations]ウィンドウには、左側の列に選択した送信元のインポートされたロケーション階層レベ
ルが、右側の列に既存の接続先ロケーション階層レベルが表示されます。特定のロケーションを検索する

には、[Search Locations]フィールドを使用します。

ステップ 3 [Action]ドロップダウンリストにあるオプションを使用し、推奨アクションを選択して、送信元ロケーショ
ン階層の各レベルを、右側の列の関連する接続先ビジネス階層レベルとマージします。

デフォルトでは、CiscoSpacesはインポートされたロケーション階層を確認するためのいくつかのアクショ
ンを推奨します。使用可能なアクションは、マージ、承認、新規作成、および削除です。

•送信元ロケーション階層で最上位ノードに選択したアクションは、下位のノードに自動的に順次適用
されます。

•キャンパスノードの下のレベルが関連する接続先のビジネス階層レベルとすでにマージされている場
合、送信元ロケーション階層からそのキャンパスノードを削除することはできません。

•送信元ロケーション階層の建物を接続先のビジネス階層のキャンパスにマージすることはできません。

•送信元ロケーション階層のサイトを、接続先のビジネス階層のキャンパスにマージできます。

•送信元ロケーション階層の名前が Cisco Spacesロケーション階層で使用可能なビジネス階層と一致す
る場合、Cisco Spacesは一致する接続先レベルを自動的に表示し、マージアクションを続行します。

•送信元ロケーション階層が新しい場合は、[Create]アクションを選択すると、Cisco Spacesロケーショ
ン階層に新しいビジネス階層が自動的に作成されます。

ステップ 4 [Existing Locations]ドロップダウンリストから、関連する接続先レベルを選択し、CiscoSpacesロケーショ
ン階層で使用可能なビジネス階層を使用して、任意の送信元ロケーションからインポートされたロケーショ

ン階層をマージして統合します。

[Existing Locations]ドロップダウンリストには、Cisco Spacesロケーション階層で使用可能なすべての接続
先ノードが表示されます。ドロップダウンリストで、ビジネス階層のインポート元を表示できます。
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ステップ 5 [Next]をクリックします。

[Merge Locations]ウィンドウには、関連する分析データに関して、アクションの概要とその意味が表示さ
れます。続行する前に、このアラート情報を確認することを推奨します。

（注）

削除対象として選択したロケーションに、関連付けられたルールが含まれている場合、削除アクションを

続行できません。アクションを見直し、それに応じてマージ設定を更新する必要があります。

削除対象として選択したロケーションに、関連付けられたレポートが含まれている場合は、削除アクショ

ンを続行できます。ロケーションがマージされた後に、レポートが再度生成されます。

ステップ 6 [Agree and Continue]をクリックします。

選択したレビューアクションが処理され、ロケーションがレビュー済みとしてマークされます。送信元ロ

ケーションレベルを、関連する接続先ノードとマージする場合、送信元ロケーションレベルのすべてのプ

ロパティがビジネス階層の接続先ノードに適用されます。

ネットワークマップの追加
[Network Maps]タブを使用してネットワークマップを追加し、関連付けられたネットワーク
マップとともにロケーションを表示します。ロケーションをインポートできるのは、送信元に

そのロケーションに関連付けられているネットワークマップがある場合のみです。現在、Cisco
Prime Infrastructure、Catalyst Center、CiscoMeraki、およびCisco ConnectedMobile Experiencesに
はネットワークマップが含まれています。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Setup > Locations and Maps]を選
択します。

[Locations and Maps]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Network Maps]タブをクリックします。

ステップ 4 [Add Network Map]をクリックします。

[Upload Building Details]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 ネットワークマップを含む次の方法を使用してロケーションをインポートします。

• Cisco Prime Infrastructureからロケーションをインポート

• Catalyst Centerからロケーションをインポート

• Cisco Merakiからロケーションをインポート
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• Cisco CMXからロケーションをインポート

•手動によるロケーションの追加

インポートされたロケーションの詳細は、[Locations and Maps]の [Network Maps]タブの下に表示されま
す。

ステップ 6 [Preview]をクリックして表示し、ロケーションレビューを続行します。詳細については、「ロケーション
を確認」を参照してください。

ステップ 7 （オプション）[Network Maps]タブで、必要に応じて次のオプションを使用します。

• [Export]：インポートされたビジネスロケーションの詳細をMicrosoft Excelファイル（.xls）にエクス
ポートします。[Download]をクリックすると、同じものをダウンロードできます。

• [Recent Activity]：クリックすると、最近のアクティビティの詳細が表示されます。[Recent Activity]
スライドインウィンドウには、次の情報が表示されます。

•ファイル名

•ユーザ

•タイプ

•時間

•ステータス

• [Filter]：クリックしてフィルタオプションを表示します。[Filter]スライドインウィンドウで、[Locations]
ドロップダウンリストからロケーションを選択し、必要なフィルタオプションを選択し、[Select]をク
リックして適用します。

Cisco CMXからのロケーションのインポート
[Import locations from CMX]オプションを使用して、Cisco CMXからロケーションをインポー
トします。ロケーションをインポートするには、Cisco CMXを Cisco Spacesとテザリングする
必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Setup > Locations and Maps]を選
択します。

[Locations and Maps]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Network Maps]タブをクリックします。
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ステップ 4 [Add Network Map]をクリックします。

[Upload Building Details]ウィンドウには、ロケーションをアップロードするためのさまざまな方法が表示
されます。

ステップ 5 [Import locations from CMX]をクリックし、[Next]をクリックします。

[Import Location Details]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 （オプション）[Learn how to tether CMX]をクリックすると、Cisco CMXを Cisco Spacesとテザリングす
る手順が表示されます。詳細については、「Cisco CMX Tethering」を参照してください。

ステップ 7 [Import Location Details]ウィンドウで、[Next]をクリックします。

ステップ 8 Cisco CMXを接続する手順を読み、[Next]をクリックします。

[Connect your wireless network]ウィンドウが表示されます。このオプションを使用して Cisco CMXに接続
します。

ステップ 9 すでに接続している場合は、ロケーション階層を使用してロケーションを追加します。

デジタルマップの追加
[Digital Maps]タブを使用して、ロケーション階層内に建物のデジタルマップを追加します。
フロアのコンピュータ支援設計（CAD）ファイルをアップロードして、3Dフロアプランに変
換する必要があります。

[Summary]エリアには、デジタルマップがインポートされた建物の数、マップレビューが保留
中の建物の数、およびエラーのある建物の数が表示されます。

[Buildings]エリアには、利用可能なロケーションが表示されます。

手順

ステップ 1 Cisco Spacesにログインします。

ステップ 2 Cisco Spacesダッシュボードで、[Menu]アイコン（ ）をクリックし、[Setup > Locations and Maps]を
選択します。

[Locations and Maps]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Digital Maps]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]列で、[Add Digital Maps]をクリックします。

[Add Digital Map: Support DNA]ウィンドウが表示されます。

a) 表示される CADファイル（.dwg）またはベクター PDFの関連情報を読み取ります。
b) [続行（Proceed）]をクリックします。
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ステップ 5 アドレスを確認するには、次の手順を実行してから、[Confirm Address]をクリックします。

a) ロケーションを選択するには、[Search]フィールドに建物名を入力するか、マップを直接クリックす
ることでマーカーを配置します。

b) または、必要に応じて、マーカーをクリックしてドラッグし、マップ上のロケーションを調整しま
す。

マップ上の建物のロケーションが正しいことを確認します。

（注）

右側のパネルに表示されるマップからロケーションを選択する場合は、現在のロケーションを使用

して地理座標に入力する権限を Cisco Spacesに付与する必要があります。

ステップ 6 デジタルマップに追加するフロアを選択し、[Next]をクリックします。[Floor Name]の横にあるチェッ
クボックスをオンにして、リストされているすべてのフロアを選択します。

続行する前に、すべてのフロアが対応するレベル番号と短縮名で正確にリストされていることを確認し

てください。レベル番号と短縮名は、フロアラベルに基づいて自動生成されます。この手順は、さまざ

まなサイネージのユースケースを有効にするために重要です。

（オプション）新しいフロアを追加するには、[Add New Floor]をクリックし、次の詳細を入力します。

a) [Floor Name]：新しいフロアの名前を入力します。
b) [Level Number]：新しいフロアのレベル番号を選択します。
c) [Short Name]：新しいフロアの短縮名を入力します。

ステップ 7 デジタルマップの生成に使用するソースファイルをアップロードします。指定されたアップロードセク

ションにファイルをドラッグアンドドロップするか、[Upload attachment]をクリックしてローカルにあ
るファイルを参照してアップロードできます。

[Bulk Upload]をクリックすると、CADファイルまたはベクトル化された PDFのアップロードを短時間
で実行できます。

[Additional Info]セクションを活用して、アップロード情報を入力します。

変換するあらゆる要素のすべてのレイヤ（構造、家具、名前、IDなど）が含まれているCADファイルを
使用することを推奨します。名前または IDを持つ要素のみがセンサーの割り当てに対応できます。

（注）

•フロアごとに1つのCADファイルのみをアップロードします。相互参照(XREF)はサポートされてい
ません。

•サポートされているファイルタイプは、ZIP、AutoCAD描画ファイル（DWG）、AutoCAD描画相互
変更ファイル（DXF）、ポータブルドキュメントフォーマット（PDF）です。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。

各 CADファイルとロケーションメタデータが処理され、マップがデジタル化されます。[Digital Maps]
タブにアラートメッセージが表示されます。

ステップ 9 [レビュー（Review）]をクリックします。

ステップ 10 [Review Digital Maps]ウィンドウで、確認する建物を選択し、[Next]をクリックします。
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デジタル化されたマップが表示されます。

ステップ 11 （オプション）フロアまたはスペースを選択し、必要に応じてクリックして更新します。

ポップアップウィンドウが表示され、名前を編集したり、タイプカテゴリを更新したりできます。

ステップ 12 [Publish this Building]をクリックします。

デジタル化されたマップは公開され、Cisco Smart Workspaces、環境メトリックアプリケーションなど、
他のアプリケーションで使用できます

CiscoSpacesロケーション階層では、選択したロケーションについて、そのロケーションにデジタルマッ
プがある場合、デジタルマップがデフォルトで表示されます。

変更を破棄する場合は、[Skip this building]をクリックします。

[Map Service]の設定
Cisco Spacesの [Map Service]を使用して、異なるサイトにある同じ名前の複数のキャンパスを
Catalyst Centerから Cisco Spaces [Location Hierarchy]にインポートまたは同期します。Catalyst
Center内のサイト間でキャンパスを移動し、これらの変更を Cisco Spaces [Location Hierarchy]
にシームレスにインポートして同期できます。

Cisco Spacesの [Map Service]には、インポートされたマップデータと [Location Hierarchy]の
同期を維持するための次の機能が含まれています。

• Cisco Prime Infrastructureまたは Catalyst Centerからエクスポートされ、[Map Service]を使
用してCisco Spacesにインポートされたマップは、[Location Hierarchy]に自動的に表示さ
れます。

•さまざまなソース、Catalyst Center、Cisco Prime Infrastructure、またはCiscoMerakiからマッ
プをインポートまたは同期する場合、サポートが拡張され、ネットワーク階層が単一のビ

ジネス指向の階層に正規化および統合されます。

• [Location Hierarchy]からロケーションを削除すると、[Map Service]からも削除されます。

• [Map Service]UIからゾーンのロケーションを削除すると、同じものが [Location Hierarchy]
からも削除されます。

• APインポート制限は、Cisco Spacesアカウントの APライセンス制限に基づいて導入され
ています。

[Recent Activity]セクションに表示される GPSマーカーの警告メッセージには、無効な GPS
マーカーがあるフロアの [Recent Activity]セクションの階層全体が表示されます。
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•マップを操作するときは、Google Chromeブラウザを使用することをお勧めします。マッ
プの操作は、Google Chromeで最もよくサポートされています。他のブラウザでのマップ
アクションは制限されています。

•ロケーションにマップがある場合は、マップベースのロケーション階層を作成します。た
だし、[WLCDirect] > [AP prefix]、[CMXOn-PremAuto-Sync]、または [CMXManual Upload]
を使用してロケーション階層をすでに作成しており、重複する APを含むマップをイン
ポートしている場合、APはマップベースの階層に移動されます。

• [MapService]からロケーションを削除すると、対応するアクセスポイントのみが [Location
Hierarchy]から削除されます。

• MapServiceAPIのパフォーマンスが強化され、最近のアクティビティとステータスを取得
できるようになりました。

（注）

Cisco Prime InfrastructureからCatalyst Centerへのマップ階層移行のサポート：Cisco Spacesロ
ケーション階層は、Cisco Prime InfrastructureからCatalyst Centerへのネストされたサイトの移行
データのインポートをサポートします。

Cisco DNA Centerのネストされたサイト階層のサポート：新しいサイトを Catalyst Centerから
Cisco Spacesの既存のサイト階層の上にインポートまたは同期できます。

計画されたアクセスポイント（AP）インポートのサポート：計画されたAPをマップサービス
にインポートできます。

マップのアップロード

[Maps Upload]をクリックして、Cisco Prime Infrastructureまたは Catalyst Centerからマップを
アップロードします。[Maps Upload]ポップアップウィンドウで、必須プションを選択し、
[Select File]をクリックして、送信元からダウンロードしたマップをアップロードします。

[Upload History]をクリックして、マップのアップロード履歴の詳細を表示します。（注）

Cisco Catalyst Wireless 9164I Wi-Fi 6Eシリーズアクセスポイント（AP）サポート

Cisco Catalyst Wireless 9164IWi-Fi 6EシリーズAPサポートが [Map Service]に追加されました。

[Map Service]を使用して、Cisco Catalyst Wireless 9164I Wi-Fi 6Eシリーズ APを Cisco Spacesに
インポートできるようになりました。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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